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ッドタッチの割合も多く、ブロックを利用されての失点が

多かったことが分かります。これがテクニカルレポートの

からくりになります。 

 

＜ 矢島 久徳 氏 ＞ 

Q:一貫指導とは、各カテゴリの代表クラスの人的交流が

中心になっているような印象をもちます。アンダーカテゴ

リといっても広く、私どもの現場小中高校の指導現場では、

トップからの最新の連携に関する情報はほとんどなく、昔

からの指導法や戦術論が多いです。今後の一貫指導はどの

ような発展の方向性があるのでしょうか？ 

A:ブラン監督と真鍋監督の新体制になる中で、アンダー

カテゴリーの強化と一貫指導が重要テーマと思っておりま

す。前回も代表監督とミーティングをしましたが、やはり

そのような連携が大事だと考えております。アンダーカテ

ゴリーは詰めすぎず、余力を残しつつ次に渡していくとい

うことが大切な部分だと個人的には考えております。皆様

には、ぶつ切りではないかという考えを外していただきた

いです。現在、中学・高校・大学・V のチームを含め、各

カテゴリーと情報の共有を含めて連携をしているので、そ

れが形となって表れるように活動していきたいと思います。

男子の例で言うと、高橋藍選手を高校卒業後すぐに呼んだ

り、牧選手を練習生として呼んだりと、常に有望選手の共

有をしながら継続してやっているのが現状です。これが形

になるように勧めていきます。 

海外に送る支援というところは、まだ構築されていませ

ん。競技の様子を見ながら、費用的な支援制度があって海

外に送り出すことを業界主導でできれば理想的ではありま

すが、現在はまだできていないことが残念であります。大

学は個別で海外に送り出しているところもありますので、

そのようなところとタイアップしながら、進めていければ

と考えています。 

 

Q:「テクニカルレポート」が，広く，公開されていない

のは何故でしょうか？見るか見ないかは個人の自由ですが，

希望があれば，日本のバレーボール関係者は，情報共有さ

れるべきものだと思います． 

A:これは隠すものではないと思っているので、学術的に

先生方に見ていただき、教材として議論の題材にしていた

だくなどすることでバレーボールの発展に繋がると考えて

います。しかし、作成には非常に労力を要するものとなり

ますので、皆さんへの提供については、費用の面などを考

えたうえで、お見せできればと思います。 

色々な大会が終わり、数値が出て、良かったこと・悪か

ったことが分かりました。両監督ともどのようなバレーを

していきたいかという方針があり、それを貫き通してやっ

てきましたが、最終的にそれが成績として出たかというこ

とは○×で判断されてしまいます。自分のイメージを持っ

た中で、選手の能力を見て戦術を作っていくという流れが

大切であると考えています。私が監督の時には１年目の入

れ替え戦から速いバレーというものを思い切って変えて、

２年目は優勝ということで成功したという風に見えました。

しかし、実際はそうではなくて、それぞれのチームや選手

に合った戦術というものがありますので、今回中田監督・

中垣内監督のやってきたことに異論は全くありません。こ

れからブラン監督、真鍋監督とどのようなことをやってい

くかという方針を話し合っていきますが、皆さんには意見

を出していただきながら、支援・応援していただきたいで

す。 
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「多種目のコーチングと比較し、    

バレーボールの発展を考える」 
 

＜ 講演① 市村 志朗 氏 

（日本ハンドボール学会理事長，東京理科大学）＞ 

今回はハンドボールでの東京オリンピックまでの取り組

みとその後についてお話しさせていただきます。 

ハンドボールはバレーボール専門の方にとって馴染みが

ないと思うので、簡単にご紹介します。 

ハンドボールの一連の流れについてご説明いたします。

ハンドボールはゴール型の球技です。そして、組織的な攻

撃があって、戻りの局面、組織的な守備があって、守備が

終わると速攻、組織的な攻撃へというモーメントをループ

するのがハンドボールの一般的な流れです。ハンドボール

の特徴として、かなりハードな正面からの身体接触が許さ

れていることが挙げられます。守備の時に正面から選手を

ホールドして、ファールをして攻撃を中断させてゲームを

作っていくということが特徴です。試合中にファールをし

ろという指示がベンチからあり、他の競技からは考えられ

ないことがあるのです。 

今回は、リオ五輪予選終了後からの全体の強化の取り組

みについての大きな概要と、情報科学委員会で、どのよう

にオリンピックのサポートをしてきたかについてのお話を

します。 

全体の強化の取り組みは大きく分けて三つあります。１

つ目に、世界（欧州）のハンドボールの導入であり、世界

で活躍している外国人のトップコーチの導入をすること。

２つ目は、国際試合の経験数を増加するということです。

年間スケジュールの国際スケジュール化に取り組みました。

３つ目は、フィジカルの強化です。先ほど動画で見ていた

だいた通り、かなりコンタクトのあるスポーツです。その

コンタクトに耐えるためのフィジカルレベルの獲得と、パ

フォーマンス発揮のためのコンディショニングも重要だと

いうところです。 

１つ目の外国人コーチの導入についてです。リオの予選

終了直後に、男子に外国人コーチとしてカルロス・オルテ

ガ氏を招聘しました。実は、その前に 1999年の日本での世

界選手権の時に、男子はオレ・オルソン監督というスウェ

ーデンの監督を招聘して成功体験を経ています。しかし、

それ以来外国人コーチを招聘していなかったということで、

ここでカルロス監督を招聘しました。彼は、現在世界で一

番強いチームの監督をしています。同時期に女子は、ウル

リック・キルケリー監督を招聘しました。彼は過去サウジ

アラビアで男子の監督をし、女子の監督経験もあるなど多

彩な経験がある監督です。現在は、デンマークのオーデン

セというチャンピオンズリーグにも出るようなチームのヘ

ッドコーチをしております。現在男子はダグル・シグルド

ソン監督です。リオ五輪の際にドイツ代表で銅メダルを取

り、世界最高監督に選ばれました。また、ハンドボールで

特徴的なのはゴールキーパーで、ゴールキーパーコーチが

必要になります。そこで、ポーランドからアントニ・パレ

ツキコーチを招聘しました。欧州のハンドボールの導入と

練習拠点の確保、選手の欧州への移籍の推進ということで

外国人コーチに来ていただきました。監督やスタッフにつ

いて年表にしてみました。上が男子、下が女子です。女子

は、2015年から東京五輪までウルリック監督。男子は、カ

ルロス監督が 2015 年末に就任し、2017 年にはダグル・シ

グルドソン監督に交代しました。ダグル監督はパリ五輪ま

での契約で進んでいます。実際に、外国人監督の結果はど

うだったのかというところを見ていきたいと思います。こ

れはアジアでの成績です。アジアでは男子は良いときで３

位。悪いときで９位。アジアで３位以上になると出場でき

る世界選手権は出られない時期もありましたが、外国人監

督を招聘してからは世界選手権にも出られて、アジアでも

ある程度安定したパフォーマンスを発揮できるようになり

ました。女子は、アジアでは３位以上でしたが韓国に勝て

ずにいました。世界選手権でも予選突破はできても下位で

した。招聘後は熊本の世界選手権で 10位、オリンピックは

最下位でありましたが、その後の 2021 年世界選手権で 11

位と成績は上がってきています。 

 

国際経験についてですが、男女とも東京オリンピックを

目指して 2017年から 2020年までにトータル 100試合以上

の国際経験を積むことを目標に、年間スケジュールを組み、
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ヨーロッパへの遠征などの予定を組んでいました。女子で

は国内での国際大会を頻繁に行うこと。男子ではダグル・

シグルドソン監督の関係でアイスランドの代表 Bチームの

選手等をゲストチームとして呼んで、ナショナルトレーニ

ングセンターでの通常合宿でも外国人選手と練習ができる

状況を作りました。国際経験を数多く積みながら、体力・

スキル・メンタルを高めようということをキーワードにし

てこのようなことを行っていましたが、結果として、徐々

に国際経験を増やしていくことができました。特に女子に

関しては、2017年には 16回しかなかった国際経験を 2019

年には 63 試合に積み重ねて増やして来ました。しかし、

2020年から新型コロナウイルスの影響で、国際試合の数は

増やすことができませんでした。目標の 100は順調に進め

ば達成できていたのかなと思います。2019年の熊本世界選

手権終了時、1 人の選手の平均的な国際大会の出場回数が

2017年女子代表チームは 9.4回だったのに対し、46.2回ま

で増やすことができていて、強豪国・ヨーロッパの国の人

たちにだんだん追いついてきています。やっと地理的に不

利なところにある日本が国際大会の経験を積むことができ

るようになってきて、それは大事なのだということが分か

ります。 

フィジカルの強化についてです。ハードなコンタクトに

耐えうるフィジカルレベルの獲得ということで、ハンドボ

ール女子でのフィジカルコンタクトの実際の強さを見てい

きます。大きな選手と小さな選手がコンタクトします。日

常的にこのくらいのコンタクトが行われています。身長が

高い方が有利なので、高い身長の選手を選ぶようにしてお

り、年齢は平均 28 歳くらいの人が選ばれています。2018

年から 2019年で、体重が 3キロ程度増え、除脂肪体重も増

えているので、しっかりと筋量が増えて筋力も持久力も改

善していき、徐々に世界で戦えるフィジカルに近づいてい

るということが分かりました。 

情報科学委員会での取り組みでは、大きく分けて 4つの

ことがありました。１つ目は、XPSサイドラインの運用と

いうことで、ソフトウェアのお話です。２つ目は、ウェア

ラブル心拍加速センサを用いた強度負荷の管理と運用。３

つ目は、試合分析と映像のリアルタイム共有・フィードバ

ック。４つ目に、新型コロナ感染症対策です。 

まず、サイドラインの運用ということで、これはよくあ

るゲーム分析ソフト、情報共有ソフトウェアです。ダグル・

シグルドソンが監督になられた時に、実際に本格運用が始

まりました。アイスランドで作られているソフトウェアで、

ダグル・シグルドソン監督がアイスランド出身だというこ

ともあって導入しております。このソフトウェアでは、ス

ケジュール管理、練習時間・内容・強度の管理、練習ドリ

ル、様々なファイル・映像、ゲーム分析、プレゼンテーシ

ョン等が一つのソフトウェアで行えます。実際にこれがカ

レンダーで、その日の練習のトレーニングが時系列で出て

きます。また、どんな練習をしたのかも事前に準備した動

画で見ることができます。このような情報はハンドボール

の強化、日本リーグのチーム・監督に公開しているので、

代表チームがどのような練習をしているのかを関係者全員

がすぐに確認できます。実際にどのようなトレーニングを

どのくらいしているかについて、練習の参加・欠席の記録、

トレーニングの内容も見ることができます。トレーニング

については、赤色がアスレチック・フィジカルトレーニン

グ、青色がオフェンストレーニング・緑色がディフェンス

トレーニング、黄色がゲームトレーニングで全体のトレー

ニングとの割合を見ることができます。ダグル監督はでき

るだけアスレチック・フィジカルトレーニングと、ボール

トレーニングが半々になることを目指しており、フィジカ

ルもかなり重視している監督であります。こちらがその時

系列の変化です。ここでは 2020年 11月から東京オリンピ

ックまで、トレーニングの割合がどのように変化している

かを見ることができ、代表チームがどのような練習をして

いるかが一目でわかります。こちらは、いろいろな映像や

書類を共有している図になります。実際にトレーニングセ

ンターで行っている練習やゲームは、ここに格納されてす

ぐ見ることができるようになっています。また、対戦相手

の情報について、選手名やポジション、選手の特徴をアニ

メーションで表しながらアナリストが作っています。また、

ゲーム分析もこのソフトウェアでやっています。これはバ

レーボール同様、いつどこで誰が何をしたかについてタグ

を打ちます。最近ではゲーム終了直後にデータを共有する

ことができるようになっており、QR コードをスマホやタ

ブレットで読み込めば表示することができます。情報はダ

ッシュボードで作られており、東京オリンピックのデータ

だけを見ることができ、またその中の攻撃の種類や評価を

見ることができます。URLを共有されているので、監督や

コーチがすぐにデータを確認することができます。 

次に、ウェアラブル心拍計についてです。これはどの競

技団体でもやられていると思いますが、現在は PolarのH10

センサを使って管理をしています。この写真はウルリク監

督が強度について話しているところです。実際にゲーム中

に計測して管理をしています。トレーニング中も必ずモニ

ターに表示をし、オリンピック時もベンチにおいて見るこ

とができるようにしていました。私たちが最近管理してい

るのはウォーミングアップの心拍数を挙げることで、心拍

数を１度はマックスの 90％以上に上げるように促してい

ます。また、最近注目しているのは、ハーフタイムの心拍

数です。ハーフタイムで心拍数が落ちて、そのあと後半が

始まった時にいつもと同じ心拍数でいなければなりません。

上がっていく過程をできるだけ短い時間にしたいというと

ころです。後半が始まったところで連続失点を起こしがち

なので、失点をなくす一つの要因として注目しています。

また、H10センサには加速度計が内蔵されているので、ア

ンドロイドのソフトウェアで取り出し、練習中の加速度を

見て、その日の練習の状況・活動評価を知って、コンディ

 

 

ショニングに役立てています。実際にオリンピック直前の

練習では、結果をホワイトボードに張り出して選手に報告

していました。グラフの形として、２こぶはハンドボール

の一般的な形。キーパーは左に山がある形で、強度は高い

ものの頻度は少なく、高い加速で瞬発的に動いていること

が分かります。右の高いこぶは高負荷を示します。その選

手たちは練習の負荷が高かったということなので、練習後

のケアを十分に行うように指示を出していました。データ

のリアルタイムの共有についても、どこの競技団体もやっ

ていたと思いますが、ハンドボールでは各日本リーグのア

ナリストを呼んで大会期間中にアナリストチームを作りま

した。代表チームのアナリストと一緒に仕事をしながら、

トレーニングセンターの横で集まって色々な分析をして、

チームにフィードバックをしていました。試合中には１人

がリアルタイムでタグを打ち、現場とそれ以外のアナリス

トでチームを作って活動していました。また、毎日 PCR検

査も欠かさず行っていました。2021年に女子代表チームは

スペインで世界選手権がありました。コロナウイルスの影

響でアナリスト全員がスペインに行くことができなかった

ので、日本の自宅でそれぞれ分析をして、リアルタイムで

スペインにデータを送っていました。ハンドボールの世界

選手権は YouTubeで配信されていたので、試合を見てグー

グルのスプレッドシートで分析をして、グーグルデータポ

ータルに乗せ換えて現場で共有するということをやってお

りました。データだけではなくて、例えば日本のゴールシ

ーンだけを選ぶこともでき、その URLを選べばそのシーン

を YouTubeで見ることができます。 

 

世界選手権のベスト 8と今の日本の違いについてのデー

タです。6 人攻撃の失点割合について、６人で守備してい

るときの失点する割合がベスト 8 チームは 0.3 ですが日本

は 0.41という数値になっています。この差がベスト 8に入

れるか入れないかの差になると考えています。その差が現

れているのがこのプレーシーンだろうと日本監督の楠本さ

んと話していました。女子日本代表監督の楠本さんとも話

していたのですが、レフェリングの傾向が後ろから相手選

手を掴むと２分間退場になるということで、体格が小さな

日本はかぶったりもぐりこんだりするなどの新たな対応を

徹底強化していく必要があるということです。 

最後に、コロナ対策として、ハンドボールは大丈夫かと

いうことがあります。人が密集しているところを図って、

データとして表してみました。すると、ゲームしていると

きは特に問題がないだろうという結果に至りました。 

 

 

＜ 講演② 恩塚 亨 氏 

（全日本女子バスケットボール代表監督，東京医療保健大学）＞ 

まずは東京オリンピックを振り返って、メダル獲得に繋

がったと私が感じる最も大きなポイントは、マインドセッ

トとデータバスケです。私たちは東京オリンピックで初め

てメダルを獲得することができました。私はその時アシス

タントコーチとして現場に携わらせていただいたのですが、

目の前にいて何が１番の大きな要因だったのかということ

を振り返りました。これまでの日本はできない理由に目を

向けていました。小さいから、体が弱いからもっと頑張ら

ないといけないというような義務感をエネルギーにする感

じがしました。なので、クリエイティブというよりも重荷

を背負って戦っている、そんな感じでした。東京オリンピ

ックは、今までの自分を払拭して自分たちを差し引くこと

なく心からメダルを取りたいという理想に自分たちが引っ

張られて、内側から突き動かされるようなエネルギーで活

動できたことが一番大きかったのではないかと思っていま

す。私も５連覇をかけたアジアカップに挑戦しました。私

たちはオリンピックの学びから、絶対に自分たちを差し引

かない、なりたい自分になるんだ、というところを見据え

て、そのためにできることをやろうというポジティブなエ

ネルギーで行こうと向かった結果、ものすごいエネルギー

で中国を圧倒して不利な状況から挽回してチャンピオンに

なることができた、と思っています。ただ私たちは自分た

ちを差し引かずになりたい自分になろうというオリンピッ

クの学びを活かしたことで、この結果にもつながったと考

えていますし、このように今続いているということです。 
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ヨーロッパへの遠征などの予定を組んでいました。女子で

は国内での国際大会を頻繁に行うこと。男子ではダグル・

シグルドソン監督の関係でアイスランドの代表 Bチームの

選手等をゲストチームとして呼んで、ナショナルトレーニ

ングセンターでの通常合宿でも外国人選手と練習ができる

状況を作りました。国際経験を数多く積みながら、体力・

スキル・メンタルを高めようということをキーワードにし

てこのようなことを行っていましたが、結果として、徐々

に国際経験を増やしていくことができました。特に女子に

関しては、2017年には 16回しかなかった国際経験を 2019

年には 63 試合に積み重ねて増やして来ました。しかし、

2020年から新型コロナウイルスの影響で、国際試合の数は

増やすことができませんでした。目標の 100は順調に進め

ば達成できていたのかなと思います。2019年の熊本世界選

手権終了時、1 人の選手の平均的な国際大会の出場回数が

2017年女子代表チームは 9.4回だったのに対し、46.2回ま

で増やすことができていて、強豪国・ヨーロッパの国の人

たちにだんだん追いついてきています。やっと地理的に不

利なところにある日本が国際大会の経験を積むことができ

るようになってきて、それは大事なのだということが分か

ります。 

フィジカルの強化についてです。ハードなコンタクトに

耐えうるフィジカルレベルの獲得ということで、ハンドボ

ール女子でのフィジカルコンタクトの実際の強さを見てい

きます。大きな選手と小さな選手がコンタクトします。日

常的にこのくらいのコンタクトが行われています。身長が

高い方が有利なので、高い身長の選手を選ぶようにしてお

り、年齢は平均 28 歳くらいの人が選ばれています。2018

年から 2019年で、体重が 3キロ程度増え、除脂肪体重も増

えているので、しっかりと筋量が増えて筋力も持久力も改

善していき、徐々に世界で戦えるフィジカルに近づいてい

るということが分かりました。 

情報科学委員会での取り組みでは、大きく分けて 4つの

ことがありました。１つ目は、XPSサイドラインの運用と

いうことで、ソフトウェアのお話です。２つ目は、ウェア

ラブル心拍加速センサを用いた強度負荷の管理と運用。３

つ目は、試合分析と映像のリアルタイム共有・フィードバ

ック。４つ目に、新型コロナ感染症対策です。 

まず、サイドラインの運用ということで、これはよくあ

るゲーム分析ソフト、情報共有ソフトウェアです。ダグル・

シグルドソンが監督になられた時に、実際に本格運用が始

まりました。アイスランドで作られているソフトウェアで、

ダグル・シグルドソン監督がアイスランド出身だというこ

ともあって導入しております。このソフトウェアでは、ス

ケジュール管理、練習時間・内容・強度の管理、練習ドリ

ル、様々なファイル・映像、ゲーム分析、プレゼンテーシ

ョン等が一つのソフトウェアで行えます。実際にこれがカ

レンダーで、その日の練習のトレーニングが時系列で出て

きます。また、どんな練習をしたのかも事前に準備した動

画で見ることができます。このような情報はハンドボール

の強化、日本リーグのチーム・監督に公開しているので、

代表チームがどのような練習をしているのかを関係者全員

がすぐに確認できます。実際にどのようなトレーニングを

どのくらいしているかについて、練習の参加・欠席の記録、

トレーニングの内容も見ることができます。トレーニング

については、赤色がアスレチック・フィジカルトレーニン

グ、青色がオフェンストレーニング・緑色がディフェンス

トレーニング、黄色がゲームトレーニングで全体のトレー

ニングとの割合を見ることができます。ダグル監督はでき

るだけアスレチック・フィジカルトレーニングと、ボール

トレーニングが半々になることを目指しており、フィジカ

ルもかなり重視している監督であります。こちらがその時

系列の変化です。ここでは 2020年 11月から東京オリンピ

ックまで、トレーニングの割合がどのように変化している

かを見ることができ、代表チームがどのような練習をして

いるかが一目でわかります。こちらは、いろいろな映像や

書類を共有している図になります。実際にトレーニングセ

ンターで行っている練習やゲームは、ここに格納されてす

ぐ見ることができるようになっています。また、対戦相手

の情報について、選手名やポジション、選手の特徴をアニ

メーションで表しながらアナリストが作っています。また、

ゲーム分析もこのソフトウェアでやっています。これはバ

レーボール同様、いつどこで誰が何をしたかについてタグ

を打ちます。最近ではゲーム終了直後にデータを共有する

ことができるようになっており、QR コードをスマホやタ

ブレットで読み込めば表示することができます。情報はダ

ッシュボードで作られており、東京オリンピックのデータ

だけを見ることができ、またその中の攻撃の種類や評価を

見ることができます。URLを共有されているので、監督や

コーチがすぐにデータを確認することができます。 

次に、ウェアラブル心拍計についてです。これはどの競

技団体でもやられていると思いますが、現在は PolarのH10

センサを使って管理をしています。この写真はウルリク監

督が強度について話しているところです。実際にゲーム中

に計測して管理をしています。トレーニング中も必ずモニ

ターに表示をし、オリンピック時もベンチにおいて見るこ

とができるようにしていました。私たちが最近管理してい

るのはウォーミングアップの心拍数を挙げることで、心拍

数を１度はマックスの 90％以上に上げるように促してい

ます。また、最近注目しているのは、ハーフタイムの心拍

数です。ハーフタイムで心拍数が落ちて、そのあと後半が

始まった時にいつもと同じ心拍数でいなければなりません。

上がっていく過程をできるだけ短い時間にしたいというと

ころです。後半が始まったところで連続失点を起こしがち

なので、失点をなくす一つの要因として注目しています。

また、H10センサには加速度計が内蔵されているので、ア

ンドロイドのソフトウェアで取り出し、練習中の加速度を

見て、その日の練習の状況・活動評価を知って、コンディ

 

 

ショニングに役立てています。実際にオリンピック直前の

練習では、結果をホワイトボードに張り出して選手に報告

していました。グラフの形として、２こぶはハンドボール

の一般的な形。キーパーは左に山がある形で、強度は高い

ものの頻度は少なく、高い加速で瞬発的に動いていること

が分かります。右の高いこぶは高負荷を示します。その選

手たちは練習の負荷が高かったということなので、練習後

のケアを十分に行うように指示を出していました。データ

のリアルタイムの共有についても、どこの競技団体もやっ

ていたと思いますが、ハンドボールでは各日本リーグのア

ナリストを呼んで大会期間中にアナリストチームを作りま

した。代表チームのアナリストと一緒に仕事をしながら、

トレーニングセンターの横で集まって色々な分析をして、

チームにフィードバックをしていました。試合中には１人

がリアルタイムでタグを打ち、現場とそれ以外のアナリス

トでチームを作って活動していました。また、毎日 PCR検

査も欠かさず行っていました。2021年に女子代表チームは

スペインで世界選手権がありました。コロナウイルスの影

響でアナリスト全員がスペインに行くことができなかった

ので、日本の自宅でそれぞれ分析をして、リアルタイムで

スペインにデータを送っていました。ハンドボールの世界

選手権は YouTubeで配信されていたので、試合を見てグー

グルのスプレッドシートで分析をして、グーグルデータポ

ータルに乗せ換えて現場で共有するということをやってお

りました。データだけではなくて、例えば日本のゴールシ

ーンだけを選ぶこともでき、その URLを選べばそのシーン

を YouTubeで見ることができます。 

 

世界選手権のベスト 8と今の日本の違いについてのデー

タです。6 人攻撃の失点割合について、６人で守備してい

るときの失点する割合がベスト 8 チームは 0.3 ですが日本

は 0.41という数値になっています。この差がベスト 8に入

れるか入れないかの差になると考えています。その差が現

れているのがこのプレーシーンだろうと日本監督の楠本さ

んと話していました。女子日本代表監督の楠本さんとも話

していたのですが、レフェリングの傾向が後ろから相手選

手を掴むと２分間退場になるということで、体格が小さな

日本はかぶったりもぐりこんだりするなどの新たな対応を

徹底強化していく必要があるということです。 

最後に、コロナ対策として、ハンドボールは大丈夫かと

いうことがあります。人が密集しているところを図って、

データとして表してみました。すると、ゲームしていると

きは特に問題がないだろうという結果に至りました。 

 

 

＜ 講演② 恩塚 亨 氏 

（全日本女子バスケットボール代表監督，東京医療保健大学）＞ 

まずは東京オリンピックを振り返って、メダル獲得に繋

がったと私が感じる最も大きなポイントは、マインドセッ

トとデータバスケです。私たちは東京オリンピックで初め

てメダルを獲得することができました。私はその時アシス

タントコーチとして現場に携わらせていただいたのですが、

目の前にいて何が１番の大きな要因だったのかということ

を振り返りました。これまでの日本はできない理由に目を

向けていました。小さいから、体が弱いからもっと頑張ら

ないといけないというような義務感をエネルギーにする感

じがしました。なので、クリエイティブというよりも重荷

を背負って戦っている、そんな感じでした。東京オリンピ

ックは、今までの自分を払拭して自分たちを差し引くこと

なく心からメダルを取りたいという理想に自分たちが引っ

張られて、内側から突き動かされるようなエネルギーで活

動できたことが一番大きかったのではないかと思っていま

す。私も５連覇をかけたアジアカップに挑戦しました。私

たちはオリンピックの学びから、絶対に自分たちを差し引

かない、なりたい自分になるんだ、というところを見据え

て、そのためにできることをやろうというポジティブなエ

ネルギーで行こうと向かった結果、ものすごいエネルギー

で中国を圧倒して不利な状況から挽回してチャンピオンに

なることができた、と思っています。ただ私たちは自分た

ちを差し引かずになりたい自分になろうというオリンピッ

クの学びを活かしたことで、この結果にもつながったと考

えていますし、このように今続いているということです。 
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今から、赤いものは何個かぜひ数えてください。何個あ

ったでしょうか。これは実際にアジアカップの前に代表選

手にもやったのですが、大体皆さん答えられると思います。

赤は７個と。でも、青いものは何個かという風に聞かれた

ときに、選手は大体答えられない。もっと言うと、合計何

色ありましたかという風に聞くと、おそらく素で答えられ

る人は、私はお会いしたことがありませんし、選手にもい

ませんでした。これをなぜ大事かと考えるかというと、脳

科学的な話になりますが、脳は１秒間に５感を使って入る

情報を 2000個キャッチしています。でも実際に自覚できる

のは８個くらいです。しかし、確かにそこには他の色も存

在していましたよね。ではなぜ赤だけを認識したかという

と、脳は必要とすること以外は省略するからです。このよ

うな脳科学の学びから、先ほどの自分たちを差し引かずに、

挑戦することの重要さがあったのではないかと考えていま

す。できると思っていたらできるというお話はどの世界で

もあると思いますが、私たちはこのことを本当に心から信

じています。できると思っていたらできる理由が目に入っ

てくる。いろいろなハイテクなことや戦術を駆使したとし

ても、私はだめだといった差し引いた自分で見ている景色

と、私はこうなりたいと理想を掲げてワクワクしながら見

える景色は違うと思います。このマインドを私たちが大切

にできたことが結果につながっていると思いますし、これ

からの代表活動の中でもこの考え方を大事にしていきたい

と思っています。この辺りが１番大きなポイントです。 

次に、データの活用についてご紹介したいと思います。

この図は、アメリカのプロバスケットボール NBAのシュー

トのデータになります。このデータは１シーズンに試合中

シュートをどこから打ったかを記録したものになります。

左のものが約 20年前のデータで、右のものが最近のデータ

です。近年のシュートは、３P とゴール近辺でのシュート

がトップ 200に入っています。ここを紐解いて戦うことが

戦略的に戦う鍵ではないかと私たちは考えました。それに

はシュートの期待値が関係しています。ゴール近辺のシュ

ートは大体 60％の期待が記録されることが多くあります。

この 60％を期待値で考えると、2×0.6で 1本シュートを打

てば 1.2点入ることが期待できるだろう、ゴール近辺と 3p

ラインの間にあるシュートエリア、ここは大体プロの選手

でも 40％くらいです。これは期待値を見てみると 0.8点に

なります。3pは大体 40％です。これを期待値で見ると 1.2

点です。私たちはすべての試合や練習から、期待値の高い

シュートを打つ規律をチームに落とし込むことを強く意識

してトレーニングしていました。この結果、メダルがかか

ったオリンピックの準決勝フランス戦でその成果が数字と

して表れたと感じています。左側が日本で、右側がフラン

スのシュートを打ったエリアになります。日本は 2pシュー

ト、４ｍ～６ｍのシュートは 3本程度しか打っていないこ

とが分かります。一方フランスは、期待値の低いシュート

を 11本も打っています。こういったところをコントロール

して戦っていくことで、勝つ確率を高めていける、そうい

う規律を選手に遂行できるようにコーチングしていったこ

とも、大きなポイントだったと考えています。 

 

ここからは、パリオリンピックに向けての戦略というこ

とでお話をさせていただきたいと思います。私はヘッドコ

ーチのミッションを選手とチームの命を輝かせること、価

値を高めること、と位置付けています。目標はパリオリン

ピックで金メダルを取ることです。そのために最重要戦略

は何か。理想の自分から引っ張られて素晴らしい未来に繋

がる景色を見られるようにすることです。そうすれば、選

手が最高の力を発揮することができます。もう少し具体的

に言うと、高いアジリティで強みを発揮し続ける、高い敏

捷性で強みを発揮し続ける、機会損失しない、いろいろな

戦術がバスケットには存在するのですが、その戦術の前に

自己肯定感が高いことや、気持ちが前向きであれば簡単に

攻められるチャンスがバスケットには至るところに転がっ

ているということです。でもそれが、セルフイメージが下

がっていることで、このチャンスをチャンスだと思えない、

そういう時にコーチが攻めろ！などと言ってしまうと、余

計にこじらせてパフォーマンスが下がってしまうというこ

とが、私が今まで見てきた中でパフォーマンスの鍵かなと

いう風に考えています。 

そこで、バスケットはそもそも何を競うのかということ

を考えています。私はどんな時に最高のパフォーマンスに

なるか、ということが鍵だと思うのですが、逆にどうすれ

ば最高のパフォーマンスが出せないかという視点で、どん

な時に機会損失をしてしまうのかを解決することが最高の

 

 

パフォーマンスになる鍵だと考えます。バスケットでいう

と、足を動かせなくなった時とヘッドダウンしてしまう時、

先ほどの赤を表す心の状態です。足を動かせなくなる時が

どんな時かというと、相手にプレッシャーを受けたり、自

分が意図していない動きを相手にされたりした時に思わず

足が止まってしまう、なので連続して攻め続けられる術で

ある、カウンター戦術を磨くことが足を動かし続けられる

鍵だと考えます。マインドの方は、自分のパフォーマンス

を下げる要因を排除することが鍵だと思います。私はコー

チをしていて、選手がワクワクしながら、足も頭も軽やか

に動かし続けられる、そういう戦い方で競う勝負だという

風に意味付けをして、これを最重要強化ポイントだという

風に考えています。 

 

そのために私は世界一のアジリティというキーワードを

上げています。アジリティとは何かというと、バスケット

ボールは常に状況が変わります。コーチがいちいち指示を

出していたら間に合いません。なので、その状況変化の中

で素早く良い選択をする能力を磨いていくことがパフォー

マンスアップの鍵だと思います。選択というところがポイ

ントで、走る速さではなく心の切り替えの早さも含まれま

す。次から次へと現れる障害に対して適切にかつ瞬時に対

応し続けていく速さをアジリティだと考えます。プラスし

て、パフォーマンスを下げているところもポイントです。

私たちはＦ１レーサーのようにものすごい出力で動くこと

はできないと思うのですが、ラリーカーのようにあらゆる

条件に適応しながら軽やかに進み続けていくということを

目指していけばいいのではと考えています。 

世界一のアジリティをどうやって遂行していくかという

ことで、原則の遂行とワクワクのマインドセットが鍵だと

考えています。これをもう少し紐解くと、こういう時はこ

うっていう最適から設定することと、なりたい自分になる

という設定です。原則とは、私は最適解という風に考えて

います。最適解を設定して置くことで何が良いかというと、

自由にプレーしろと言われても困ると思いますが、こうい

ったことを解決するためにすごく良いツールだと思います。

例えばジャンケンをする時にある状況をチョキとします。

チョキの状況を見た時に、チョキの状況だからどうしよう

と考えていると時間がかかります。なのでチョキの時には

グーと決めておく、それが最適解です。そのイメージを持

っておくことで、あの人グーを出すよな、ということを周

りもみてチームとしてシンクロしていくことができます。

しかし、チョキの時にはグーが最適解ですが、もしかした

らグーに対してパーを出してくるかもしれません。それも

流れとして読んでいて、グーを出しながら相手がパーを出

してくるかもしれないから半分チョキを出しているような

状況を作れたら、すぐグーを出せるという規律とグーを出

しながらチョキも出せる即興、両方両立できるのではと考

えています。 

こういうことで、大きな推進力と柔軟性を発揮できるの

ではと考えて、私はこれから強化していきたいと考えてい

ます。私たちのバスケットは、原則のワクワクを両輪とし

て世界一のアジリティで先手を取り続けるバスケットボー

ルを目指して高さを凌駕していきたいと考えております。 
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まずは、2028年ロサンゼルスオリンピックまでのロード
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今から、赤いものは何個かぜひ数えてください。何個あ

ったでしょうか。これは実際にアジアカップの前に代表選

手にもやったのですが、大体皆さん答えられると思います。

赤は７個と。でも、青いものは何個かという風に聞かれた

ときに、選手は大体答えられない。もっと言うと、合計何

色ありましたかという風に聞くと、おそらく素で答えられ

る人は、私はお会いしたことがありませんし、選手にもい

ませんでした。これをなぜ大事かと考えるかというと、脳

科学的な話になりますが、脳は１秒間に５感を使って入る

情報を 2000個キャッチしています。でも実際に自覚できる

のは８個くらいです。しかし、確かにそこには他の色も存

在していましたよね。ではなぜ赤だけを認識したかという

と、脳は必要とすること以外は省略するからです。このよ

うな脳科学の学びから、先ほどの自分たちを差し引かずに、

挑戦することの重要さがあったのではないかと考えていま

す。できると思っていたらできるというお話はどの世界で

もあると思いますが、私たちはこのことを本当に心から信

じています。できると思っていたらできる理由が目に入っ

てくる。いろいろなハイテクなことや戦術を駆使したとし

ても、私はだめだといった差し引いた自分で見ている景色

と、私はこうなりたいと理想を掲げてワクワクしながら見

える景色は違うと思います。このマインドを私たちが大切

にできたことが結果につながっていると思いますし、これ

からの代表活動の中でもこの考え方を大事にしていきたい

と思っています。この辺りが１番大きなポイントです。 

次に、データの活用についてご紹介したいと思います。

この図は、アメリカのプロバスケットボール NBAのシュー

トのデータになります。このデータは１シーズンに試合中

シュートをどこから打ったかを記録したものになります。

左のものが約 20年前のデータで、右のものが最近のデータ

です。近年のシュートは、３P とゴール近辺でのシュート

がトップ 200に入っています。ここを紐解いて戦うことが

戦略的に戦う鍵ではないかと私たちは考えました。それに

はシュートの期待値が関係しています。ゴール近辺のシュ

ートは大体 60％の期待が記録されることが多くあります。

この 60％を期待値で考えると、2×0.6で 1本シュートを打

てば 1.2点入ることが期待できるだろう、ゴール近辺と 3p

ラインの間にあるシュートエリア、ここは大体プロの選手

でも 40％くらいです。これは期待値を見てみると 0.8点に

なります。3pは大体 40％です。これを期待値で見ると 1.2

点です。私たちはすべての試合や練習から、期待値の高い

シュートを打つ規律をチームに落とし込むことを強く意識

してトレーニングしていました。この結果、メダルがかか

ったオリンピックの準決勝フランス戦でその成果が数字と

して表れたと感じています。左側が日本で、右側がフラン

スのシュートを打ったエリアになります。日本は 2pシュー

ト、４ｍ～６ｍのシュートは 3本程度しか打っていないこ

とが分かります。一方フランスは、期待値の低いシュート

を 11本も打っています。こういったところをコントロール

して戦っていくことで、勝つ確率を高めていける、そうい

う規律を選手に遂行できるようにコーチングしていったこ

とも、大きなポイントだったと考えています。 

 

ここからは、パリオリンピックに向けての戦略というこ

とでお話をさせていただきたいと思います。私はヘッドコ

ーチのミッションを選手とチームの命を輝かせること、価

値を高めること、と位置付けています。目標はパリオリン

ピックで金メダルを取ることです。そのために最重要戦略

は何か。理想の自分から引っ張られて素晴らしい未来に繋

がる景色を見られるようにすることです。そうすれば、選

手が最高の力を発揮することができます。もう少し具体的

に言うと、高いアジリティで強みを発揮し続ける、高い敏

捷性で強みを発揮し続ける、機会損失しない、いろいろな

戦術がバスケットには存在するのですが、その戦術の前に

自己肯定感が高いことや、気持ちが前向きであれば簡単に

攻められるチャンスがバスケットには至るところに転がっ

ているということです。でもそれが、セルフイメージが下

がっていることで、このチャンスをチャンスだと思えない、

そういう時にコーチが攻めろ！などと言ってしまうと、余

計にこじらせてパフォーマンスが下がってしまうというこ

とが、私が今まで見てきた中でパフォーマンスの鍵かなと

いう風に考えています。 

そこで、バスケットはそもそも何を競うのかということ

を考えています。私はどんな時に最高のパフォーマンスに

なるか、ということが鍵だと思うのですが、逆にどうすれ

ば最高のパフォーマンスが出せないかという視点で、どん

な時に機会損失をしてしまうのかを解決することが最高の

 

 

パフォーマンスになる鍵だと考えます。バスケットでいう

と、足を動かせなくなった時とヘッドダウンしてしまう時、

先ほどの赤を表す心の状態です。足を動かせなくなる時が

どんな時かというと、相手にプレッシャーを受けたり、自

分が意図していない動きを相手にされたりした時に思わず

足が止まってしまう、なので連続して攻め続けられる術で

ある、カウンター戦術を磨くことが足を動かし続けられる

鍵だと考えます。マインドの方は、自分のパフォーマンス

を下げる要因を排除することが鍵だと思います。私はコー

チをしていて、選手がワクワクしながら、足も頭も軽やか

に動かし続けられる、そういう戦い方で競う勝負だという

風に意味付けをして、これを最重要強化ポイントだという

風に考えています。 

 

そのために私は世界一のアジリティというキーワードを

上げています。アジリティとは何かというと、バスケット

ボールは常に状況が変わります。コーチがいちいち指示を

出していたら間に合いません。なので、その状況変化の中

で素早く良い選択をする能力を磨いていくことがパフォー

マンスアップの鍵だと思います。選択というところがポイ

ントで、走る速さではなく心の切り替えの早さも含まれま

す。次から次へと現れる障害に対して適切にかつ瞬時に対

応し続けていく速さをアジリティだと考えます。プラスし

て、パフォーマンスを下げているところもポイントです。

私たちはＦ１レーサーのようにものすごい出力で動くこと

はできないと思うのですが、ラリーカーのようにあらゆる

条件に適応しながら軽やかに進み続けていくということを

目指していけばいいのではと考えています。 

世界一のアジリティをどうやって遂行していくかという

ことで、原則の遂行とワクワクのマインドセットが鍵だと

考えています。これをもう少し紐解くと、こういう時はこ

うっていう最適から設定することと、なりたい自分になる

という設定です。原則とは、私は最適解という風に考えて

います。最適解を設定して置くことで何が良いかというと、

自由にプレーしろと言われても困ると思いますが、こうい

ったことを解決するためにすごく良いツールだと思います。

例えばジャンケンをする時にある状況をチョキとします。

チョキの状況を見た時に、チョキの状況だからどうしよう

と考えていると時間がかかります。なのでチョキの時には

グーと決めておく、それが最適解です。そのイメージを持

っておくことで、あの人グーを出すよな、ということを周

りもみてチームとしてシンクロしていくことができます。

しかし、チョキの時にはグーが最適解ですが、もしかした

らグーに対してパーを出してくるかもしれません。それも

流れとして読んでいて、グーを出しながら相手がパーを出

してくるかもしれないから半分チョキを出しているような

状況を作れたら、すぐグーを出せるという規律とグーを出

しながらチョキも出せる即興、両方両立できるのではと考

えています。 

こういうことで、大きな推進力と柔軟性を発揮できるの

ではと考えて、私はこれから強化していきたいと考えてい

ます。私たちのバスケットは、原則のワクワクを両輪とし

て世界一のアジリティで先手を取り続けるバスケットボー

ルを目指して高さを凌駕していきたいと考えております。 
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子はベスト４以上を目指しています。2023年にはパリオリ
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スオリンピックにかけてメダル獲得という努力目標を立て

ております。 

必達目標として、パリオリンピックの出場権を絶対に獲

得するということで男女共通になっております。１つ目に、

東京オリンピックの経験を活かすことです。私も東京でオ

リンピックの試合を生で見たのですが、他の世界大会とは

違い、エネルギーのかけ方がオリンピックならではで、特

別なものなのだと感じました。男女とも東京オリンピック

を経験しているので、それを活かしてパリの出場権を獲得

するというところです。２つ目に、ワールドランキングの

向上です。国際大会の１試合に対する比重が重くなりまし

た。１試合でランキングが上振れ・下振れするので、目の

前の試合に対して十分に準備をして戦う必要があります。

男女ともワールドランキングの向上ということで、現在男

子は 11位、女子は９位ですが、最低でもこのラインをキー

プして、いかに上にひとつずつ上がっていくかというとこ

ろです。３つ目に、全てのメンバーの戦力強化ということ

ですが、例えば 2023年の五輪予選では、おそらく９日で７

試合というタフな大会になるのではないかということです。

コートに出ている６人では乗り切れません。予選では 14

名ベンチに入れるので、その全てのメンバーが同等の戦力

になるように強化をしていかなければならないということ

です。４つ目として、有望選手の早期戦力化。V リーグを

やっていますが、その中から伸びてきた選手、将来的・ポ

テンシャルのある選手をいかにピックアップして、それを

代表のところで戦力化できるかというところが男女とも大

事になってくるのではないかということです。５つ目とし

て、所属チーム、関係各所との円滑なコミュニケーション

をとっていくことです。色々なところで協力していかなけ

ればならないので、そういうところを男女ともしっかり行

って、オールジャパンで必達目標を目指していきます。あ

とはパリオリンピックの上位進出を果たすということを戦

略としたいと考えております。 

次に、具体的な国際大会のスケジュールを皆さんに共有

したいと思います。2024年のパリオリンピックを目指して、

2022年には、世界選手権、アジアカップやアジア大会など

があり、アンダーエイジの大会ももちろんあります。この

ような大会が目白押しに、そして５月の中旬から 10月の中

旬までという国際大会期間の中で、大きな大会が短期間に

あります。そこでランキングをキープ・向上していくため

にどのような戦い方をしていくかが課題になってきます。

2023年にはオリンピック予選があります。ほぼ具体的なス

ケジュールが男女とも決まっています。皆さん疑問に思っ

ておられるかと思いますが、ワールドカップはオリンピッ

ク予選に代わって開催され、24チームが８チームの３ブロ

ックに分かれて、各ブロック上位２チームが決勝進出とい

うのが出場国決定の現状でございます。そこでオリンピッ

クの出場を決めた６チームと開催地の１チーム以外の残り

の５チームの決め方ですが、おそらくネーションズリーグ

での出場国以外の上位チームがオリンピックに出ていくと

考えられます。なおかつ、各大陸の上位です。例を出すと、

日本とイランが出場権を獲得できなかった場合に、ランキ

ングで日本が上なら日本がオリンピックに行けて、イラン

が上なら日本は出場できないということです。ですので、

まずは世界予選でオリンピックの切符を手にすること。た

だし、そこで逃した場合にも、最後のチャンスがあるとい

うことです。 

これが 2022年のスケジュールです。男女とも５月末から

６月、７月にかけてネーションズリーグが 3か国（男子：

ブラジル・フィリピン・大坂、女子：アメリカ・フィリピ

ン・カナダ）で行われます。2024年度強化サイクルという

ことで、シニアとアンダー、両方同時並行で強化をしてい

きます。パリに向けて、３年しかオリンピックまで準備期

間がないので、１年のうちにホップ・ステップの段階に行

ける準備をしていくということです。23年はオリンピック

の予選がありますので、始まった時点からステップ、そし

て9月10月の予選に向けてジャンプということで完成形に

て臨めるようにしていくというところです。24年はパリオ

リンピックに出場するという大前提で、心技体知の集大成

ということでハイジャンプをするというところでございま

す。私は、いろいろなところでもお話しさせていただいて

おりますが、一般的によく言われる心技体ではなく、心技

体知まで申し上げております。知というのは知識や考える

こと、データなど、バレーボールの知識を増やすという意

味でお話しさせていただいています。 

 

現状日本男子は 11位、イランは 10位と常に競り合って

いる状況でございます。いかに今年からイランの上に行く

かというところだと思います。中国も大型化していて、ア

ジア選手権でも敗れている状況の中で、若い選手も多いの

で驚異的なチームになるのではないかと考えております。

韓国は 33位と若干低迷している状況かなと思います。男子

のランキングの推移でありますが、少しずつ上がりながら、

東京オリンピック終了時点で 10位、アジア選手権でイラン

に敗れ現状 11位でございます。これを 2024年までにいか

に上げていくかが課題になってきます。 

 

 

これはレーダーチャートで、2017年のワールドグランド

チャンピオンズカップのデータでございます。日本はまだ

小さい円で、比較対象として黒色で示すイランを見ていた

だきたいです。当時はイランに歯が立たない状況でありま

した。日本は 28年ぶりにワールドカップで４位入賞を果た

しました。イランには勝っていました。世界選手権では、

予選グループで敗退して残念な大会となりました。オリン

ピックの POOL Aのデータになります。6チームのグルー

プ戦で、イランは茶色。日本はイランに対等以上で戦える

ようになってきたということがこの図からもわかると思い

ます。日本の課題はブロックであり、がたんとへこんでい

ます。ブラン監督も今後強化をしていくにあたって大きな

ポイントになってくるのではないかと考えています。ワー

ルドカップでもブロックのへこみは非常にひどかったです。 

これが男子の強化方針ということで、先ほどと被るとこ

ろもありますが、継続による強化と次世代メダルポテンシ

ャルアスリートの育成をしていくという方針で男子は進め

てまいります。１つ目に、東京 2020の経験を活かすことで

す。２つ目に、実践してきた強化内容の継続。これは中垣

内体制の時のコーチであるフィリップ・ブラン氏が監督に

なるので、強化してきたことの継続をしていくということ

です。３つ目に、今年度（2022年）に関してワールドラン

キングの向上をしていくということです。４つ目に、2022

年度はアジア大会や世界選手権もあります。両大会で２チ

ーム作るので、選手の入れ替えをできるようなチームの力

の底上げをしていくことです。５つ目に、男女の共通のと

ころになりますが、全てのメンバーの戦力強化というとこ

ろです。６つ目に、ブラン監督が強く言っていたことです

が、オポジットのさらなる得点能力の向上と、セッター・

ミドルの強化であり、大きな課題としています。７つ目に、

新戦力の誕生ということで、大学、V リーグで男女とも新

しく成長している選手を早めに戦力化していくということ

です。以上のことを男子の強化方針にしております。また、

PDCA をまわして日時管理を男女ともしていくということ

を昨日もお話をしました。 

 

あとは、基本的な考え方のところで、恩塚監督もおっし

ゃっていましたが、バレーについても、ハードワーク、ヘ

ッドワーク、チームワークというところでやっていきたい

と思います。ハードワーク：１人１人がとにかく全力で物

事を成し遂げること、ヘッドワーク：考動ということで、

しっかり自分の頭で考えて行動できるようにすること、チ

ームワーク：皆さんの仕事もそうですし、バレーやチーム

競技もそうですが、１人でできないということ。また、バ

スケットボールでもチームケミストリーという言葉を使わ

れていたと思いますが、それと同じであり、コートに入っ

た６人が足されることで、６より大きな数字になり大きな

力を生み出すこと。この３つが回っていけば個人・チーム

が自立・自律できるようになるのではないかということで

す。 

これが昨日もお話ししたイメージ図でございます。とに

かく、大きな木・きれいな花が咲くように、我々の携わる

人々、見えない部分でありますけども、しっかりと根を張

っていくことで大きな木・花（選手）・枝（監督）を支え

ていくということ。あとは、いろいろなファンの皆さんの

応援をいただきながら取り組んで行くということ。そして、

スポンサーの皆さん、提供をしてくださる皆さんを水に例

えて、皆でバレーボール界を盛り上げていこうということ

です。 

そして、当たり前のことを当たり前にということもして

いきたいなと思います。これを全体の基本として取り組ん

で行きます。最後に、心技体知。これは一つずつのもので

はなくて、すべて合わせて一つなのだということで、男女

の強化に使っていきたいなと思っております。 

 

＜ 講演④ 中村 貴司 氏 

（日本バレーボール協会 女子強化委員長）＞ 

本日は、東京五輪の取り組みに対しての強化方針と成果

等のお話をさせていただいて、２番目に現在の女子バレー

界の位置づけ、３つ目に今後パリに向けた強化方針、スケ

ジュール等をお話させていただきたいという風に思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

東京五輪への取り組みとしていくつかございまして、チー

ムの方向性ということで、中田ジャパンが東京オリンピッ

クを目指して行ったものとなります。まず、外国人コーチ

招聘によって日本人のスタッフだけではなく、違う角度で

色々な戦術を含めて取り組もうという強化を始めました。

日本は世界で戦うためにはどういうバレーをしないといけ

ないか、ということで日本特有のテンポのよいコンビバレ

ーということになります。得点源のある選手がいるわけで

はありませんので、チーム力として戦うためには何をした

らいいのか、ということでコンビバレーを中田監督は掲げ

ました。その為には、正確で全く崩れないレセプションア

タックということで、相手の強いサーブ等に 1回で切り返

す、連続失点を無くすということの取り組みを図っており

ました。トータルディフェンスの強化ということで、故障
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スオリンピックにかけてメダル獲得という努力目標を立て

ております。 

必達目標として、パリオリンピックの出場権を絶対に獲

得するということで男女共通になっております。１つ目に、

東京オリンピックの経験を活かすことです。私も東京でオ

リンピックの試合を生で見たのですが、他の世界大会とは

違い、エネルギーのかけ方がオリンピックならではで、特

別なものなのだと感じました。男女とも東京オリンピック

を経験しているので、それを活かしてパリの出場権を獲得

するというところです。２つ目に、ワールドランキングの

向上です。国際大会の１試合に対する比重が重くなりまし

た。１試合でランキングが上振れ・下振れするので、目の

前の試合に対して十分に準備をして戦う必要があります。

男女ともワールドランキングの向上ということで、現在男

子は 11位、女子は９位ですが、最低でもこのラインをキー

プして、いかに上にひとつずつ上がっていくかというとこ

ろです。３つ目に、全てのメンバーの戦力強化ということ

ですが、例えば 2023年の五輪予選では、おそらく９日で７

試合というタフな大会になるのではないかということです。

コートに出ている６人では乗り切れません。予選では 14

名ベンチに入れるので、その全てのメンバーが同等の戦力

になるように強化をしていかなければならないということ

です。４つ目として、有望選手の早期戦力化。V リーグを

やっていますが、その中から伸びてきた選手、将来的・ポ

テンシャルのある選手をいかにピックアップして、それを

代表のところで戦力化できるかというところが男女とも大

事になってくるのではないかということです。５つ目とし

て、所属チーム、関係各所との円滑なコミュニケーション

をとっていくことです。色々なところで協力していかなけ

ればならないので、そういうところを男女ともしっかり行

って、オールジャパンで必達目標を目指していきます。あ

とはパリオリンピックの上位進出を果たすということを戦

略としたいと考えております。 

次に、具体的な国際大会のスケジュールを皆さんに共有

したいと思います。2024年のパリオリンピックを目指して、

2022年には、世界選手権、アジアカップやアジア大会など

があり、アンダーエイジの大会ももちろんあります。この

ような大会が目白押しに、そして５月の中旬から 10月の中

旬までという国際大会期間の中で、大きな大会が短期間に

あります。そこでランキングをキープ・向上していくため

にどのような戦い方をしていくかが課題になってきます。

2023年にはオリンピック予選があります。ほぼ具体的なス

ケジュールが男女とも決まっています。皆さん疑問に思っ

ておられるかと思いますが、ワールドカップはオリンピッ

ク予選に代わって開催され、24チームが８チームの３ブロ

ックに分かれて、各ブロック上位２チームが決勝進出とい

うのが出場国決定の現状でございます。そこでオリンピッ

クの出場を決めた６チームと開催地の１チーム以外の残り

の５チームの決め方ですが、おそらくネーションズリーグ

での出場国以外の上位チームがオリンピックに出ていくと

考えられます。なおかつ、各大陸の上位です。例を出すと、

日本とイランが出場権を獲得できなかった場合に、ランキ

ングで日本が上なら日本がオリンピックに行けて、イラン

が上なら日本は出場できないということです。ですので、

まずは世界予選でオリンピックの切符を手にすること。た

だし、そこで逃した場合にも、最後のチャンスがあるとい

うことです。 

これが 2022年のスケジュールです。男女とも５月末から

６月、７月にかけてネーションズリーグが 3か国（男子：

ブラジル・フィリピン・大坂、女子：アメリカ・フィリピ

ン・カナダ）で行われます。2024年度強化サイクルという

ことで、シニアとアンダー、両方同時並行で強化をしてい

きます。パリに向けて、３年しかオリンピックまで準備期

間がないので、１年のうちにホップ・ステップの段階に行

ける準備をしていくということです。23年はオリンピック

の予選がありますので、始まった時点からステップ、そし

て9月10月の予選に向けてジャンプということで完成形に

て臨めるようにしていくというところです。24年はパリオ

リンピックに出場するという大前提で、心技体知の集大成

ということでハイジャンプをするというところでございま

す。私は、いろいろなところでもお話しさせていただいて

おりますが、一般的によく言われる心技体ではなく、心技

体知まで申し上げております。知というのは知識や考える

こと、データなど、バレーボールの知識を増やすという意

味でお話しさせていただいています。 

 

現状日本男子は 11位、イランは 10位と常に競り合って

いる状況でございます。いかに今年からイランの上に行く

かというところだと思います。中国も大型化していて、ア

ジア選手権でも敗れている状況の中で、若い選手も多いの

で驚異的なチームになるのではないかと考えております。

韓国は 33位と若干低迷している状況かなと思います。男子

のランキングの推移でありますが、少しずつ上がりながら、

東京オリンピック終了時点で 10位、アジア選手権でイラン

に敗れ現状 11位でございます。これを 2024年までにいか

に上げていくかが課題になってきます。 

 

 

これはレーダーチャートで、2017年のワールドグランド

チャンピオンズカップのデータでございます。日本はまだ

小さい円で、比較対象として黒色で示すイランを見ていた

だきたいです。当時はイランに歯が立たない状況でありま

した。日本は 28年ぶりにワールドカップで４位入賞を果た

しました。イランには勝っていました。世界選手権では、

予選グループで敗退して残念な大会となりました。オリン

ピックの POOL Aのデータになります。6チームのグルー

プ戦で、イランは茶色。日本はイランに対等以上で戦える

ようになってきたということがこの図からもわかると思い

ます。日本の課題はブロックであり、がたんとへこんでい

ます。ブラン監督も今後強化をしていくにあたって大きな

ポイントになってくるのではないかと考えています。ワー

ルドカップでもブロックのへこみは非常にひどかったです。 

これが男子の強化方針ということで、先ほどと被るとこ

ろもありますが、継続による強化と次世代メダルポテンシ

ャルアスリートの育成をしていくという方針で男子は進め

てまいります。１つ目に、東京 2020の経験を活かすことで

す。２つ目に、実践してきた強化内容の継続。これは中垣

内体制の時のコーチであるフィリップ・ブラン氏が監督に

なるので、強化してきたことの継続をしていくということ

です。３つ目に、今年度（2022年）に関してワールドラン

キングの向上をしていくということです。４つ目に、2022

年度はアジア大会や世界選手権もあります。両大会で２チ

ーム作るので、選手の入れ替えをできるようなチームの力

の底上げをしていくことです。５つ目に、男女の共通のと

ころになりますが、全てのメンバーの戦力強化というとこ

ろです。６つ目に、ブラン監督が強く言っていたことです

が、オポジットのさらなる得点能力の向上と、セッター・

ミドルの強化であり、大きな課題としています。７つ目に、

新戦力の誕生ということで、大学、V リーグで男女とも新

しく成長している選手を早めに戦力化していくということ

です。以上のことを男子の強化方針にしております。また、

PDCA をまわして日時管理を男女ともしていくということ

を昨日もお話をしました。 

 

あとは、基本的な考え方のところで、恩塚監督もおっし

ゃっていましたが、バレーについても、ハードワーク、ヘ

ッドワーク、チームワークというところでやっていきたい

と思います。ハードワーク：１人１人がとにかく全力で物

事を成し遂げること、ヘッドワーク：考動ということで、

しっかり自分の頭で考えて行動できるようにすること、チ

ームワーク：皆さんの仕事もそうですし、バレーやチーム

競技もそうですが、１人でできないということ。また、バ

スケットボールでもチームケミストリーという言葉を使わ

れていたと思いますが、それと同じであり、コートに入っ

た６人が足されることで、６より大きな数字になり大きな

力を生み出すこと。この３つが回っていけば個人・チーム

が自立・自律できるようになるのではないかということで

す。 

これが昨日もお話ししたイメージ図でございます。とに

かく、大きな木・きれいな花が咲くように、我々の携わる

人々、見えない部分でありますけども、しっかりと根を張

っていくことで大きな木・花（選手）・枝（監督）を支え

ていくということ。あとは、いろいろなファンの皆さんの

応援をいただきながら取り組んで行くということ。そして、

スポンサーの皆さん、提供をしてくださる皆さんを水に例

えて、皆でバレーボール界を盛り上げていこうということ

です。 

そして、当たり前のことを当たり前にということもして

いきたいなと思います。これを全体の基本として取り組ん

で行きます。最後に、心技体知。これは一つずつのもので

はなくて、すべて合わせて一つなのだということで、男女

の強化に使っていきたいなと思っております。 

 

＜ 講演④ 中村 貴司 氏 

（日本バレーボール協会 女子強化委員長）＞ 

本日は、東京五輪の取り組みに対しての強化方針と成果

等のお話をさせていただいて、２番目に現在の女子バレー

界の位置づけ、３つ目に今後パリに向けた強化方針、スケ

ジュール等をお話させていただきたいという風に思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

東京五輪への取り組みとしていくつかございまして、チー

ムの方向性ということで、中田ジャパンが東京オリンピッ

クを目指して行ったものとなります。まず、外国人コーチ

招聘によって日本人のスタッフだけではなく、違う角度で

色々な戦術を含めて取り組もうという強化を始めました。

日本は世界で戦うためにはどういうバレーをしないといけ

ないか、ということで日本特有のテンポのよいコンビバレ

ーということになります。得点源のある選手がいるわけで

はありませんので、チーム力として戦うためには何をした

らいいのか、ということでコンビバレーを中田監督は掲げ

ました。その為には、正確で全く崩れないレセプションア

タックということで、相手の強いサーブ等に 1回で切り返

す、連続失点を無くすということの取り組みを図っており

ました。トータルディフェンスの強化ということで、故障
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しておりました長岡選手。怪我から復帰して彼女をチーム

に取り入れて、攻撃パターンを増やすという取り組みをし

ました。最後に、若手有望選手の戦力化とありますが、2019

年にＵ20 の選手達が日本で初めてジュニアの方で世界一

を獲得し、その選手達も吸い上げをして東京オリンピック

へ向けて強化を図ったということがございます。しかし、

東京オリンピックの優勝がアメリカ、２位がブラジルとい

うことで、日本はＡ組の POOLに入りまして、残念ながら

ベスト８を逃して第 10位という結果になりました。しかし、

アンダーカテゴリーで世界チャンピオンになった選手達も

３名ほど東京オリンピックを経験することができまして、

オリンピックの貴重な舞台を踏むことによって次のパリに

向けた貴重な経験をしたと思います。やはり、バレーボー

ルは相手のミスを待っていてもなかなか勝ちきれませんの

で、得点を取っていかないといけません。しかしながら、

得点不足に泣いたというのが東京オリンピックの反省では

ないかと思います。さらには、東京オリンピックが一年延

期ということで、中田監督が思い描いていた選手達が引退

なり怪我という、リスクを見据えながらチームを作らなけ

ればならないということで大幅にこの辺が崩れてしまいま

した。さらには、東京オリンピックの大事なところで古賀

選手が怪我をし、中心選手だったのでチームに大きな動揺

を与えたというものがありました。中田監督はやはりご自

身がセッターということがありまして、大型セッターを起

用したいという構想があったと思いますが、やはりなかな

か大型セッターのみならずセッターがなかなか固定できな

かったことが最後の最後までチーム創りに影響したのでは

という風に思います。 

 

現在の女子バレー界の位置づけということで紹介したい

と思います。現在女子バレーは世界ランク 9位でございま

す。これからは年間でランキングが決まるのではなく 1試

合ごとの勝敗によってランキングが左右されるということ

で、1 試合 1 試合が大事な試合になってきます。現在 9 位

ではございますけれども、パリに向けて少しでも順位を上

げていきたい、というような方針でございます。同じアジ

ア圏で中国が 3位ということになっておりますけれども、

やはり中国に追いつけ追い越せという気持ちでアジアのト

ップに君臨できるようなチームを創っていきたいと思いま

す。他にアジアでは、東京オリンピックで 4位になった韓

国が 14位、タイが 19位という風な位置づけとなっており

ます。 

ここからは、パリへ向けた日本代表チームの強化につい

てお話をしていきたいと思っております。パリ五輪を目指

すにおいて基本戦略ということでこの東京五輪という経験

を大きく活かさないといけませんし、パリまではわずかな

時間しかございません。その短い時間の中で、まずパリを

目指すということは当然ながら、パリで終了ということで

はないので、次のロスに繋げるような強化も図っていきた

いと思っております。世界ランキングの向上は非常に重要

になってきますので、またロスに向けた若い選手たちの積

極的な登用も考えていきながら、日本女子バレー界の再建

を目指していくということが基本的な戦略になっておりま

す。大前提でございますけども、総力を挙げてまずはパリ

を目指す。その中で具体的に技術面・戦術面ということで

は、他の諸外国に負けないサーブ、サーブレシーブ、ディ

グ、失点が少ないチーム、この部分に関しては世界一を目

指す。やはりミドルブロッカーの攻撃力の改善というのが

非常に重要になってくると思います。東京オリンピックも

さることながら、日本のミドルブロッカーの決定力が非常

に少ないので、その辺の攻撃力のバリエーションも含めて

改善していくことが重要かなという風に思っております。

スピードと横の変化で日本しかできない強みとさらなる自

信を身に付けるということでございます。あとは、技術的

な向上というのは、なかなか次の戦術戦略という部分に関

しては現在のバレーボールは確立されていると思いますが、

新たな創意工夫、そういったものはパリへ向けても重要に

なってくるというところで、データだけではなく考える力

を持っていろいろな工夫をしていきたいと思っております。

やはり、日本は情報戦略が非常に長けていると思いますの

で、そういうものも一緒に組み込みながら日本の戦力を最

大限に発揮できるようにしていきたいという風に思ってお

ります。 

 

 チーム作りとしては、やはり核となる選手、攻撃の軸と

チームの柱となる選手を早く見つけ出し、パリまで時間は

 

 

ありませんのでチームを早く作り上げていきたいと思いま

す。さらにはパリのみならず、次の五輪に繋げられるよう

な新戦力の積極的登用をして、活性化を図り下から今の選

手たちを突き上げる力を早く発掘して、そういう良いサイ

クルになるようなかたちに持っていきたいと思います。日

本の選手はメンタルという部分では弱いところもあると思

いますので、自分たちが「よしメダルを取ろう」という強

い気持ちを持って取り組むような人間的なものも形成して

いきたいという風に思います。目標に向かって現在進めて

おりますけれども、その中には海外とのネットワーク、こ

れも非常に重要になっておりまして、最近は海外の Uカテ

ゴリーも含めてなかなか国際経験を積むことができていな

いので、ネットワークを広げて情報交換を含めた海外との

交流や試合をしていきたいと思っております。さらには指

導者の育成は今後のバレー界にとって大きな改題となるの

で、そういった指導者の育成も選手の育成とともにやって

いきたいという風に思っております。そして、世界大会の

1 試合 1 試合がランキングに影響していきます。これはオ

リンピック出場に向けて重要なものでもありますので、現

在日本はランキング９位でございますけれども、少しでも

ランキングを上に上げて優位に出したい。その為には上位

のチームにもちろん勝たなければならないですが、ランキ

ングが下位のチームに取りこぼしはできないということに

なります。世界も日本のバレーはしつこく粘って繋ぐバレ

ーが心情だと思いますので、その中でもそれ以上に、世界

が嫌がるような日本特有のバレーを確立することが重要に

なってくると思います。そして、人間力を高めることと平

行してバレーでも価値を高めることができると思うので、

そういったこともバレー界の発展に繋がると思います。今

後の主要大会で、2022 年度はネーションズリーグ、AVC

カップ、アジア競技大会、世界選手権があります。2023年

度にはネーションズリーグが同じようにございまして、ワ

ールドカップに位置付けされる世界最終予選が 8月 9月に

行われます。まだ正式に決まっている訳ではないので、こ

こでパリオリンピック出場権を獲得できるようにやってい

きたいと思います。2022 年度の強化スケジュールとして、

4 月からＶリーグが開催されておりますので、国内のリー

グが終わった 4月 5月は国内の強化合宿、これは数名の候

補選手で行われますので選考合宿という位置付けもござい

ます。そして 5月から７月にネーションズリーグがアメリ

カ、フィリピン、カナダで行われます。帰国後国内で合宿

をして9月10月に海外遠征等をして世界選手権に向かいま

す。これに並行して 9月にアジア大会がございますので、2

チームを創って 2022 年度の国際大会に挑むということに

なってきます。先程ロードマップということで男子女子と

いうことがございましたけれども、東京オリンピックでは

10位という結果でしたが、選手達もこの悔しさをばねにし

て 2022年度の世界選手権、次のパリオリンピックで何とか

ベスト４以上、あわよくばメダル獲得をする。そして次の

世界選手権、ロスオリンピックに向けてメダル獲得を目指

した中長的な目標を掲げて日本女子バレーの強化にあたっ

ていきたいと思っております。 
 

 

これはネーションズリーグの今発表されているPOOLの

リストとなります。この中で参加は 16チームで日本は第１

週がアメリカで、ドミニカ、ドイツ、韓国、アメリカと対

戦、第 2週のフィリピンがロシア、ポーランド、タイ、中

国と対戦、第３週がカナダでセルビア、ベルギー、オラン

ダ、トルコと対戦をいたします。この中では上位チームと

多く対戦しますので、少しでも多くの勝ちを取ることでラ

ンキングを上げたいということを狙っております。 

最後になりますが、もちろん我々も日本の強化に対して

尽力を注いでいくのですが、やはり関係している皆さんの

お力をいただきながらパリの出場権の獲得をできるように

したいという風に思いますので、是非ともいろいろな形で

女子バレー男子バレー含めてバレーボールにご協力いただ

きたいと思っておりますので、今後ともご支援ご鞭撻の程、

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

＜ディスカッション＞ 

松：共通の質問を取り上げてお聞きしていきたいと思いま

す。今回は、市村先生がアナリストという立場、恩塚先生

が女子バスケットボール監督という立場、矢島先生は全体

の強化本部長、中村先生は女子の強化委員長という立場で、

それぞれお立場が違うということで、少し議論がうまくい

かないこともあるかと思いますが、お立場を活かしてお話

ししていただきたいと思います。 

 ハンドボール、バスケットボールは直接の接触があるの

がバレーボールとの違いであると思っております。一方で、

同じことは得点を取る、得点を失わないということです。

その中でキーワードは、市村先生にも示していただいた「体

格差」ということであると思います。女子の競技の場合に

は、中東が宗教の関係でスポーツをやらないということも

ありまして、東アジア地区のチームが出てくる、男子は中
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しておりました長岡選手。怪我から復帰して彼女をチーム

に取り入れて、攻撃パターンを増やすという取り組みをし

ました。最後に、若手有望選手の戦力化とありますが、2019

年にＵ20 の選手達が日本で初めてジュニアの方で世界一

を獲得し、その選手達も吸い上げをして東京オリンピック

へ向けて強化を図ったということがございます。しかし、

東京オリンピックの優勝がアメリカ、２位がブラジルとい

うことで、日本はＡ組の POOLに入りまして、残念ながら

ベスト８を逃して第 10位という結果になりました。しかし、

アンダーカテゴリーで世界チャンピオンになった選手達も

３名ほど東京オリンピックを経験することができまして、

オリンピックの貴重な舞台を踏むことによって次のパリに

向けた貴重な経験をしたと思います。やはり、バレーボー

ルは相手のミスを待っていてもなかなか勝ちきれませんの

で、得点を取っていかないといけません。しかしながら、

得点不足に泣いたというのが東京オリンピックの反省では

ないかと思います。さらには、東京オリンピックが一年延

期ということで、中田監督が思い描いていた選手達が引退

なり怪我という、リスクを見据えながらチームを作らなけ

ればならないということで大幅にこの辺が崩れてしまいま

した。さらには、東京オリンピックの大事なところで古賀

選手が怪我をし、中心選手だったのでチームに大きな動揺

を与えたというものがありました。中田監督はやはりご自

身がセッターということがありまして、大型セッターを起

用したいという構想があったと思いますが、やはりなかな

か大型セッターのみならずセッターがなかなか固定できな

かったことが最後の最後までチーム創りに影響したのでは

という風に思います。 

 

現在の女子バレー界の位置づけということで紹介したい

と思います。現在女子バレーは世界ランク 9位でございま

す。これからは年間でランキングが決まるのではなく 1試

合ごとの勝敗によってランキングが左右されるということ

で、1 試合 1 試合が大事な試合になってきます。現在 9 位

ではございますけれども、パリに向けて少しでも順位を上

げていきたい、というような方針でございます。同じアジ

ア圏で中国が 3位ということになっておりますけれども、

やはり中国に追いつけ追い越せという気持ちでアジアのト

ップに君臨できるようなチームを創っていきたいと思いま

す。他にアジアでは、東京オリンピックで 4位になった韓

国が 14位、タイが 19位という風な位置づけとなっており

ます。 

ここからは、パリへ向けた日本代表チームの強化につい

てお話をしていきたいと思っております。パリ五輪を目指

すにおいて基本戦略ということでこの東京五輪という経験

を大きく活かさないといけませんし、パリまではわずかな

時間しかございません。その短い時間の中で、まずパリを

目指すということは当然ながら、パリで終了ということで

はないので、次のロスに繋げるような強化も図っていきた

いと思っております。世界ランキングの向上は非常に重要

になってきますので、またロスに向けた若い選手たちの積

極的な登用も考えていきながら、日本女子バレー界の再建

を目指していくということが基本的な戦略になっておりま

す。大前提でございますけども、総力を挙げてまずはパリ

を目指す。その中で具体的に技術面・戦術面ということで

は、他の諸外国に負けないサーブ、サーブレシーブ、ディ

グ、失点が少ないチーム、この部分に関しては世界一を目

指す。やはりミドルブロッカーの攻撃力の改善というのが

非常に重要になってくると思います。東京オリンピックも

さることながら、日本のミドルブロッカーの決定力が非常

に少ないので、その辺の攻撃力のバリエーションも含めて

改善していくことが重要かなという風に思っております。

スピードと横の変化で日本しかできない強みとさらなる自

信を身に付けるということでございます。あとは、技術的

な向上というのは、なかなか次の戦術戦略という部分に関

しては現在のバレーボールは確立されていると思いますが、

新たな創意工夫、そういったものはパリへ向けても重要に

なってくるというところで、データだけではなく考える力

を持っていろいろな工夫をしていきたいと思っております。

やはり、日本は情報戦略が非常に長けていると思いますの

で、そういうものも一緒に組み込みながら日本の戦力を最

大限に発揮できるようにしていきたいという風に思ってお

ります。 

 

 チーム作りとしては、やはり核となる選手、攻撃の軸と

チームの柱となる選手を早く見つけ出し、パリまで時間は

 

 

ありませんのでチームを早く作り上げていきたいと思いま

す。さらにはパリのみならず、次の五輪に繋げられるよう

な新戦力の積極的登用をして、活性化を図り下から今の選

手たちを突き上げる力を早く発掘して、そういう良いサイ

クルになるようなかたちに持っていきたいと思います。日

本の選手はメンタルという部分では弱いところもあると思

いますので、自分たちが「よしメダルを取ろう」という強

い気持ちを持って取り組むような人間的なものも形成して

いきたいという風に思います。目標に向かって現在進めて

おりますけれども、その中には海外とのネットワーク、こ

れも非常に重要になっておりまして、最近は海外の Uカテ

ゴリーも含めてなかなか国際経験を積むことができていな

いので、ネットワークを広げて情報交換を含めた海外との

交流や試合をしていきたいと思っております。さらには指

導者の育成は今後のバレー界にとって大きな改題となるの

で、そういった指導者の育成も選手の育成とともにやって

いきたいという風に思っております。そして、世界大会の

1 試合 1 試合がランキングに影響していきます。これはオ

リンピック出場に向けて重要なものでもありますので、現

在日本はランキング９位でございますけれども、少しでも

ランキングを上に上げて優位に出したい。その為には上位

のチームにもちろん勝たなければならないですが、ランキ

ングが下位のチームに取りこぼしはできないということに

なります。世界も日本のバレーはしつこく粘って繋ぐバレ

ーが心情だと思いますので、その中でもそれ以上に、世界

が嫌がるような日本特有のバレーを確立することが重要に

なってくると思います。そして、人間力を高めることと平

行してバレーでも価値を高めることができると思うので、

そういったこともバレー界の発展に繋がると思います。今

後の主要大会で、2022 年度はネーションズリーグ、AVC

カップ、アジア競技大会、世界選手権があります。2023年

度にはネーションズリーグが同じようにございまして、ワ

ールドカップに位置付けされる世界最終予選が 8月 9月に

行われます。まだ正式に決まっている訳ではないので、こ

こでパリオリンピック出場権を獲得できるようにやってい

きたいと思います。2022 年度の強化スケジュールとして、

4 月からＶリーグが開催されておりますので、国内のリー

グが終わった 4月 5月は国内の強化合宿、これは数名の候

補選手で行われますので選考合宿という位置付けもござい

ます。そして 5月から７月にネーションズリーグがアメリ

カ、フィリピン、カナダで行われます。帰国後国内で合宿

をして9月10月に海外遠征等をして世界選手権に向かいま

す。これに並行して 9月にアジア大会がございますので、2

チームを創って 2022 年度の国際大会に挑むということに

なってきます。先程ロードマップということで男子女子と

いうことがございましたけれども、東京オリンピックでは

10位という結果でしたが、選手達もこの悔しさをばねにし

て 2022年度の世界選手権、次のパリオリンピックで何とか

ベスト４以上、あわよくばメダル獲得をする。そして次の

世界選手権、ロスオリンピックに向けてメダル獲得を目指

した中長的な目標を掲げて日本女子バレーの強化にあたっ

ていきたいと思っております。 
 

 

これはネーションズリーグの今発表されているPOOLの

リストとなります。この中で参加は 16チームで日本は第１

週がアメリカで、ドミニカ、ドイツ、韓国、アメリカと対

戦、第 2週のフィリピンがロシア、ポーランド、タイ、中

国と対戦、第３週がカナダでセルビア、ベルギー、オラン

ダ、トルコと対戦をいたします。この中では上位チームと

多く対戦しますので、少しでも多くの勝ちを取ることでラ

ンキングを上げたいということを狙っております。 

最後になりますが、もちろん我々も日本の強化に対して

尽力を注いでいくのですが、やはり関係している皆さんの

お力をいただきながらパリの出場権の獲得をできるように

したいという風に思いますので、是非ともいろいろな形で

女子バレー男子バレー含めてバレーボールにご協力いただ

きたいと思っておりますので、今後ともご支援ご鞭撻の程、

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

＜ディスカッション＞ 

松：共通の質問を取り上げてお聞きしていきたいと思いま

す。今回は、市村先生がアナリストという立場、恩塚先生

が女子バスケットボール監督という立場、矢島先生は全体

の強化本部長、中村先生は女子の強化委員長という立場で、

それぞれお立場が違うということで、少し議論がうまくい

かないこともあるかと思いますが、お立場を活かしてお話

ししていただきたいと思います。 

 ハンドボール、バスケットボールは直接の接触があるの

がバレーボールとの違いであると思っております。一方で、

同じことは得点を取る、得点を失わないということです。

その中でキーワードは、市村先生にも示していただいた「体

格差」ということであると思います。女子の競技の場合に

は、中東が宗教の関係でスポーツをやらないということも

ありまして、東アジア地区のチームが出てくる、男子は中
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東中心なのでアジアを抜けるのが難しくなってきます。こ

れの一つは体格差ととらえられると思いますが、これを補

う施策やプロジェクトはありますか。 

市：ハンドボールは体格差の問題があります。特にディフ

ェンス、守備の部分で顕著になります。大きくなることは

できないということですので、現在女子代表チームは守り

方の再考をしています。どこまでプレーさせてどこであき

らめるのか、今まで４，５点取られていたものを何とか２，

３点に抑えられるように考えております、食事やトレーニ

ングは最大限にやっていますので、次の部分で考えなけれ

ばならないと、分析の視点からも考えております。 

恩：差し引かないということが大事です。苦手意識を持た

ないところが入り口としてすごく大切だなということでコ

ーチングしております。大きいということは一つの特徴に

過ぎません。それがどれだけ自分たちに影響するのかを考

えよう、そしてその影響に対して自分たちの強みをどう発

揮していくかで勝負していこうと考えています。その体格

が大きいということがどのような要素で成り立っているの

かを自身で構造化して考えられることと、自分自身が持っ

ている武器は何で、その武器が自チームや対戦チームとの

関係の中で、どのような価値があるのかを整理していくこ

とが大切だと考えています。これを学ばせ、考えさせる場

面を作るようにしています。 

矢：バレーに関しても、身長の高いことは一つの特徴であ

ると認識しております。ないものねだりしても仕方がない

ところですので、技術や体力で補うという発想で強化をし

てきています。大きくて技術のある選手がいるには過ぎな

いので、男女共に発掘をしています。しかしながら、特徴

を生かしながら強化をしていくことが大切だと考えます。 

中：バレーボールは、当然ながら身長が高くてパワーがあ

った方が優位だと思います。ネットを挟んでいる競技なの

でチームプレーが大事です。しかし、サーブは個人の技術

であるので、世界に負けないサーブ力を身に着けることで

ゲームを優位に展開できるのではないかと考えています。

やはり体格は世界諸外国とは違いますが、日本特有で持っ

ていることは細かい技術力やレシーブ力。それを活かしな

がら世界にどのように立ち向かっていくかを突き詰めてい

くことが大事だと考えます。 

松：男子ではアジアを抜けること、女子では世界でさらに

上位を狙うというところで、改革がキーワードであります。

ハンドボールの男子はミックスが多いことや、バスケット

ボールは帰化のプロジェクトがあるとか、選手層のミック

スやハーフ、国籍変更があります。プロジェクトとして来

るものではなく、こちらから発信して選手の獲得をする、

ピュアブラッドだけではなくて色んな選手を獲得するとい

うような、体格差を補うプロジェクトが何かあれば、バレ

ーボールにも必要だと思いますので、ハンドボールやバス

ケットボールから教えていただきたいです。 

市：現段階で帰化選手を呼ぶことや、ミックスの選手を意

図的に入れる取り組みはありません。しかし、海外で日本

国籍を有している人を探し続けています。女子キーパーの

亀谷さくら選手はノルウェーで育ちましたが、日本国籍を

取れる状況の選手でしたのでオリンピック前に獲ってもら

いました。男子でも、スイスに住んでいる選手をアンダー

の時から代表チームに呼んで、トレセンにも定期的に呼ん

でトレーニングをして、最後日本を選んでほしいと言いま

した。このように、海外のクラブにいて、日本国籍を取れ

る選手を探しています。 

恩：バスケットボール界はオリンピックに出ている選手は

男子３名が帰化をしました。女子は、ハーフの選手は積極

的にバスケをするように導いています。実際、オリンピッ

クでも３名ほどのハーフの選手が活動していました。国籍

がない選手でも 15歳以下までに帰化をすることで、帰化選

手枠ではなく日本選手枠として活動できるので。15歳以下

で帰化をできるようにして、２名の選手が代表チームに入

っているという事例もあります。そのような年齢的なとこ

ろも考えています。 

松：年間に何人という数字があったと思うのですがどうで

すか。 

恩：分からないです。ハーフの選手が何人いるかというの

はまとめているとは思います。ちなみに、女子は、東京五

輪では帰化選手を入れているチームが半分以上いて、それ

が主流になっています。ヨーロッパのチームはよく帰化選

手を入れています。 

矢：JVAとして、プロジェクトとしてはありません。高校・

大学・V のチームでは、自然発生的にハーフの有望な選手

が多くなっています。ですので、各チームとコミュニケー

ションを取り、有望な選手で日本に帰化して活躍したい選

手についてはいち早くそのようなことをしていきたいと思

っております。JVAとして、これらのことをプロジェクト

化するかということは検討するかというところにも至って

いないので、今日のことをきっかけにいろいろ検討してみ

たいと思います。 

中：パリまでは時間がないので、帰化を進めてもなかなか

思うようにいかないというのが現実的だと考えます。しか

しながら、現在日本でプレーしている外国籍の選手につい

ては、できればパリ、その次のロスに向けて、帰化選手を

積極的に登用していきたいと思っています。しかし、帰化

というのは選手にとっても大事なことであるので、日本の

バレーの魅力を伝えられるような活動をしていかなければ

ならないと感じています。男子は海外挑戦している選手が

いますが、残念ながら女子は今少ない状況です。今後は世

界の舞台での活躍、海外挑戦を推奨し、海外で揉まれて日

本で代表として活躍するというイメージを持っていきたい

と思います。本人たちがチャレンジするにあたっていろい

ろな課題が出てくると思いますが、男子が世界に挑戦して

 

 

レベルが上がっていることが事実としてありますので、女

子も若い選手にどんどん世界で挑戦してもらいたいと個人

的に思っています。 

松：次に、会場の皆さんからの質問を取り上げます。 

 指導者の育成に関して、どのような取り組みをしている

のか。ご自身の立場で分かることがあればお話しいただき

たいと思います。 

市：私の立場では難しいところでありますが、J スポのコ

ーチを通して育成をしているというのが現状だと思います。 

恩：１つは、バスケットボール協会として、指導者養成部

会がライセンスを取るために研修を行っています。私は代

表コーチとして、指導者が学べる環境を作っていきたいと

思っています。大きなポイントとして、どんなことを考え

てコーチをしているのかということです。指導者の仕事は

何かと言ったときに、頑張らせる・鍛えるという価値観が

バスケにはあります。しかし、そうではなくて、選手がい

かに輝くかという視点で、頑張らせるのではなくて、頑張

りたくなるようにさせる。このような問いをコーチ自身が

持ち、問いかけてやっていくことで、選手自身がワクワク

して勝手になりたい自分に向かって活動するのではないか

と考えています。やれと言われれば、言われたことを言わ

れたときにしかできなくなります。例えば、海外旅行に行

くとかワクワクすることがあれば、行く前からそのことを

考えていて、どのようにしていこうかなと考えたりします

よね。そのように、なりたい自分を設定して、イメージし

て、そこに行きたいなとその気にさせるということをコー

チの問いとして掲げていきたいです。バスケットボール界

はそのようなコーチングで選手を導ける世界にしていきた

いと思います。 

矢：バレーボール協会でも指導者養成委員会があります。

ブラン監督は世界的なコーチであるので、そういった方に

学会で話をしていただき、指導者の方に聞いてもらうこと、

それだけでも指導者養成になると考えます。これからそう

いった機会を作っていきたいと思います。そして、指導に

は絶対にこれが合っているというものはないと思うので、

その人・そのチーム・その状況によってやり方は変わりま

す。私もクラブチームの経験はありますが、私がやってき

たことは言えますけれど、その時にたまたま結果が出ても、

違う時にできないかもしれない。喜怒哀楽という感情持つ

人間を相手にするので、指導者育成として大きなところで

の講習も大事でありますが、個人個人の指導者もいろいろ

なところから知識を吸収したり人の話を聞いたりすること

は大切であります。自分から踏み出してやることが個人的

には大切だと思いますが、JVAでもより体系的なレベルの

高い指導をするための施策は必要なのかなと思っています。 

中：指導者というのはいろいろな指導の形があります。ト

ップにのし上がる選手も伸び悩む選手もいます。その中で、

指導者は技術力も高めることはそうですが、人間力も高め

なければいけません。バレーの価値が上がるような指導を

していけるような方々の育成が大切だと思います。選手が

海外挑戦を積んで強化を図るというものがありますが、バ

レーボールの指導者は国内でとどまっており、海外に行っ

て経験する人が少ないと感じております。ジュニア、ユー

スを含め、アンダーカテゴリーの国際大会もあるので、多

くの方に世界を経験してもらいたいです。世界を見ること

で、自分の指導という枠を超えたものが出てくると思いま

す、バレーボールの一貫指導というものの中で、アンダー

カテゴリーからシニアまでやっていかなければなりません

が、その前提となる、骨格となる指導が、将来的に世界と

戦うために必要なのだと考えております。そして、一貫性

を持った何かを持って行かないと、指導をする側もどのよ

うな観点でやっていくかが見えてこないと思いますので、

バレーボール界として、どのようなものが世界につながる

のかを共通認識を持つことが重要です。そのような形で、

シニアの活動も含めていろいろな方にオープンにして、

様々な角度から指導とはどのようなものかを考えていかな

ければならないと思います。 

市：補足です。指導者育成とは違うかもしれませんが、サ

イドラインというソフトウェアで、ある程度限定された人

たちに映像や代表チームの様子を共有しているのが今の状

況です。最近では、ダグル・シグルドソン監督のゲームモ

デルを作ってそれを発表しようということで作成をしてお

ります。 

松：もう一つ会場からの質問があります。バレーは 20年以

上前からブロックが課題でありますが、ハンドボールやバ

スケットボールでは技術的な課題をどのように克服してい

るのかを教えていただいて、バレーボールに落とし込みた

いと思います。 

市：特定の技術は思い浮かびませんが、レフリーのレフリ

ングが国際連盟はどんどんクリーンになっていてバスケッ

トボールに近づいて行っているイメージです。２分間退場

という特有の罰則がありまして、危険なプレーをすると２

分間の退場になるのですが、それはチームにとって大きな

損失であるので、そうならないようにどのように守るのか。

選手の技術とレフリングを常に一致させていくというとこ

ろを一番にやっております。 

恩：シュートについて、１つ目はゴール下のシュートです。

小さい選手は大きい選手にブロックされてしまうことを気

にしてシュートを決められないということを、今課題解決

しようとしています。まずは、大きい選手が来たら大変だ

ということを思い込むとできない理由を探し出すので、そ

こをクリアにすることです。この時はこうというような、

スキルの選択・シュートを選択するための選択肢を３パタ

ーンほど設定しております。代表活動を半年間やってきた

のですが、今年２月の試合では結果が出ませんでした。そ

こで、新たな課題として思っていることはプレーの文脈化
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東中心なのでアジアを抜けるのが難しくなってきます。こ

れの一つは体格差ととらえられると思いますが、これを補

う施策やプロジェクトはありますか。 

市：ハンドボールは体格差の問題があります。特にディフ

ェンス、守備の部分で顕著になります。大きくなることは

できないということですので、現在女子代表チームは守り

方の再考をしています。どこまでプレーさせてどこであき

らめるのか、今まで４，５点取られていたものを何とか２，

３点に抑えられるように考えております、食事やトレーニ

ングは最大限にやっていますので、次の部分で考えなけれ

ばならないと、分析の視点からも考えております。 

恩：差し引かないということが大事です。苦手意識を持た

ないところが入り口としてすごく大切だなということでコ

ーチングしております。大きいということは一つの特徴に

過ぎません。それがどれだけ自分たちに影響するのかを考

えよう、そしてその影響に対して自分たちの強みをどう発

揮していくかで勝負していこうと考えています。その体格

が大きいということがどのような要素で成り立っているの

かを自身で構造化して考えられることと、自分自身が持っ

ている武器は何で、その武器が自チームや対戦チームとの

関係の中で、どのような価値があるのかを整理していくこ

とが大切だと考えています。これを学ばせ、考えさせる場

面を作るようにしています。 

矢：バレーに関しても、身長の高いことは一つの特徴であ

ると認識しております。ないものねだりしても仕方がない

ところですので、技術や体力で補うという発想で強化をし

てきています。大きくて技術のある選手がいるには過ぎな

いので、男女共に発掘をしています。しかしながら、特徴

を生かしながら強化をしていくことが大切だと考えます。 

中：バレーボールは、当然ながら身長が高くてパワーがあ

った方が優位だと思います。ネットを挟んでいる競技なの

でチームプレーが大事です。しかし、サーブは個人の技術

であるので、世界に負けないサーブ力を身に着けることで

ゲームを優位に展開できるのではないかと考えています。

やはり体格は世界諸外国とは違いますが、日本特有で持っ

ていることは細かい技術力やレシーブ力。それを活かしな

がら世界にどのように立ち向かっていくかを突き詰めてい

くことが大事だと考えます。 

松：男子ではアジアを抜けること、女子では世界でさらに

上位を狙うというところで、改革がキーワードであります。

ハンドボールの男子はミックスが多いことや、バスケット

ボールは帰化のプロジェクトがあるとか、選手層のミック

スやハーフ、国籍変更があります。プロジェクトとして来

るものではなく、こちらから発信して選手の獲得をする、

ピュアブラッドだけではなくて色んな選手を獲得するとい

うような、体格差を補うプロジェクトが何かあれば、バレ

ーボールにも必要だと思いますので、ハンドボールやバス

ケットボールから教えていただきたいです。 

市：現段階で帰化選手を呼ぶことや、ミックスの選手を意

図的に入れる取り組みはありません。しかし、海外で日本

国籍を有している人を探し続けています。女子キーパーの

亀谷さくら選手はノルウェーで育ちましたが、日本国籍を

取れる状況の選手でしたのでオリンピック前に獲ってもら

いました。男子でも、スイスに住んでいる選手をアンダー

の時から代表チームに呼んで、トレセンにも定期的に呼ん

でトレーニングをして、最後日本を選んでほしいと言いま

した。このように、海外のクラブにいて、日本国籍を取れ

る選手を探しています。 

恩：バスケットボール界はオリンピックに出ている選手は

男子３名が帰化をしました。女子は、ハーフの選手は積極

的にバスケをするように導いています。実際、オリンピッ

クでも３名ほどのハーフの選手が活動していました。国籍

がない選手でも 15歳以下までに帰化をすることで、帰化選

手枠ではなく日本選手枠として活動できるので。15歳以下

で帰化をできるようにして、２名の選手が代表チームに入

っているという事例もあります。そのような年齢的なとこ

ろも考えています。 

松：年間に何人という数字があったと思うのですがどうで

すか。 

恩：分からないです。ハーフの選手が何人いるかというの

はまとめているとは思います。ちなみに、女子は、東京五

輪では帰化選手を入れているチームが半分以上いて、それ

が主流になっています。ヨーロッパのチームはよく帰化選

手を入れています。 

矢：JVAとして、プロジェクトとしてはありません。高校・

大学・V のチームでは、自然発生的にハーフの有望な選手

が多くなっています。ですので、各チームとコミュニケー

ションを取り、有望な選手で日本に帰化して活躍したい選

手についてはいち早くそのようなことをしていきたいと思

っております。JVAとして、これらのことをプロジェクト

化するかということは検討するかというところにも至って

いないので、今日のことをきっかけにいろいろ検討してみ

たいと思います。 

中：パリまでは時間がないので、帰化を進めてもなかなか

思うようにいかないというのが現実的だと考えます。しか

しながら、現在日本でプレーしている外国籍の選手につい

ては、できればパリ、その次のロスに向けて、帰化選手を

積極的に登用していきたいと思っています。しかし、帰化

というのは選手にとっても大事なことであるので、日本の

バレーの魅力を伝えられるような活動をしていかなければ

ならないと感じています。男子は海外挑戦している選手が

いますが、残念ながら女子は今少ない状況です。今後は世

界の舞台での活躍、海外挑戦を推奨し、海外で揉まれて日

本で代表として活躍するというイメージを持っていきたい

と思います。本人たちがチャレンジするにあたっていろい

ろな課題が出てくると思いますが、男子が世界に挑戦して

 

 

レベルが上がっていることが事実としてありますので、女

子も若い選手にどんどん世界で挑戦してもらいたいと個人

的に思っています。 

松：次に、会場の皆さんからの質問を取り上げます。 

 指導者の育成に関して、どのような取り組みをしている

のか。ご自身の立場で分かることがあればお話しいただき

たいと思います。 

市：私の立場では難しいところでありますが、J スポのコ

ーチを通して育成をしているというのが現状だと思います。 

恩：１つは、バスケットボール協会として、指導者養成部

会がライセンスを取るために研修を行っています。私は代

表コーチとして、指導者が学べる環境を作っていきたいと

思っています。大きなポイントとして、どんなことを考え

てコーチをしているのかということです。指導者の仕事は

何かと言ったときに、頑張らせる・鍛えるという価値観が

バスケにはあります。しかし、そうではなくて、選手がい

かに輝くかという視点で、頑張らせるのではなくて、頑張

りたくなるようにさせる。このような問いをコーチ自身が

持ち、問いかけてやっていくことで、選手自身がワクワク

して勝手になりたい自分に向かって活動するのではないか

と考えています。やれと言われれば、言われたことを言わ

れたときにしかできなくなります。例えば、海外旅行に行

くとかワクワクすることがあれば、行く前からそのことを

考えていて、どのようにしていこうかなと考えたりします

よね。そのように、なりたい自分を設定して、イメージし

て、そこに行きたいなとその気にさせるということをコー

チの問いとして掲げていきたいです。バスケットボール界

はそのようなコーチングで選手を導ける世界にしていきた

いと思います。 

矢：バレーボール協会でも指導者養成委員会があります。

ブラン監督は世界的なコーチであるので、そういった方に

学会で話をしていただき、指導者の方に聞いてもらうこと、

それだけでも指導者養成になると考えます。これからそう

いった機会を作っていきたいと思います。そして、指導に

は絶対にこれが合っているというものはないと思うので、

その人・そのチーム・その状況によってやり方は変わりま

す。私もクラブチームの経験はありますが、私がやってき

たことは言えますけれど、その時にたまたま結果が出ても、

違う時にできないかもしれない。喜怒哀楽という感情持つ

人間を相手にするので、指導者育成として大きなところで

の講習も大事でありますが、個人個人の指導者もいろいろ

なところから知識を吸収したり人の話を聞いたりすること

は大切であります。自分から踏み出してやることが個人的

には大切だと思いますが、JVAでもより体系的なレベルの

高い指導をするための施策は必要なのかなと思っています。 

中：指導者というのはいろいろな指導の形があります。ト

ップにのし上がる選手も伸び悩む選手もいます。その中で、

指導者は技術力も高めることはそうですが、人間力も高め

なければいけません。バレーの価値が上がるような指導を

していけるような方々の育成が大切だと思います。選手が

海外挑戦を積んで強化を図るというものがありますが、バ

レーボールの指導者は国内でとどまっており、海外に行っ

て経験する人が少ないと感じております。ジュニア、ユー

スを含め、アンダーカテゴリーの国際大会もあるので、多

くの方に世界を経験してもらいたいです。世界を見ること

で、自分の指導という枠を超えたものが出てくると思いま

す、バレーボールの一貫指導というものの中で、アンダー

カテゴリーからシニアまでやっていかなければなりません

が、その前提となる、骨格となる指導が、将来的に世界と

戦うために必要なのだと考えております。そして、一貫性

を持った何かを持って行かないと、指導をする側もどのよ

うな観点でやっていくかが見えてこないと思いますので、

バレーボール界として、どのようなものが世界につながる

のかを共通認識を持つことが重要です。そのような形で、

シニアの活動も含めていろいろな方にオープンにして、

様々な角度から指導とはどのようなものかを考えていかな

ければならないと思います。 

市：補足です。指導者育成とは違うかもしれませんが、サ

イドラインというソフトウェアで、ある程度限定された人

たちに映像や代表チームの様子を共有しているのが今の状

況です。最近では、ダグル・シグルドソン監督のゲームモ

デルを作ってそれを発表しようということで作成をしてお

ります。 

松：もう一つ会場からの質問があります。バレーは 20年以

上前からブロックが課題でありますが、ハンドボールやバ

スケットボールでは技術的な課題をどのように克服してい

るのかを教えていただいて、バレーボールに落とし込みた

いと思います。 

市：特定の技術は思い浮かびませんが、レフリーのレフリ

ングが国際連盟はどんどんクリーンになっていてバスケッ

トボールに近づいて行っているイメージです。２分間退場

という特有の罰則がありまして、危険なプレーをすると２

分間の退場になるのですが、それはチームにとって大きな

損失であるので、そうならないようにどのように守るのか。

選手の技術とレフリングを常に一致させていくというとこ

ろを一番にやっております。 

恩：シュートについて、１つ目はゴール下のシュートです。

小さい選手は大きい選手にブロックされてしまうことを気

にしてシュートを決められないということを、今課題解決

しようとしています。まずは、大きい選手が来たら大変だ

ということを思い込むとできない理由を探し出すので、そ

こをクリアにすることです。この時はこうというような、

スキルの選択・シュートを選択するための選択肢を３パタ

ーンほど設定しております。代表活動を半年間やってきた

のですが、今年２月の試合では結果が出ませんでした。そ

こで、新たな課題として思っていることはプレーの文脈化
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です。それまでの流れの中で誰がどこにいるのかというコ

ート図を含め、試合の全体像の中でのスキルを、文脈をし

っかりイメージしながらプレーすることで、選択的に余裕

を持ってプレーができるのではないかと考えます。技術だ

けを特化してやってもゲームの中では発揮されないと考え

ています。 

２つ目に３ポイントの練習をよくするのですが、今まで

は、試合っぽくと言いながらもその場で打ったり、少し動

いて打ったりする程度でしたが。しかし、シュートがぶれ

る原因は、ボールを操作するハンドリング技術と、ディフ

ェンスによってリズムを崩されることの２つであり、この

２つの要因が試合でパフォーマンスに影響があります。こ

の２つが乱れるような設定でのシューティングドリルを設

定してシューティングをすることで、乱れに強いスキルの

発揮・方法を今トレーニングしています。これは半年間で

少しだけ成果があると思います。スキルだけに特化しても

なかなかゲームのパフォーマンスには一定のところまでし

か行かないのではないかという風に感じています。 

松：ハンドボールは東京オリンピックにて男女ともフラン

スが優勝しています。バスケットボールは男女ともアメリ

カが優勝しています。男子は２位にフランスがいて、女子

は２位に日本で３位にフランス。ハンドボール・バスケッ

トボールともフランスが上位にいるわけですね。バレーで

も、男子ではフランスが優勝。女子はアメリカが優勝とい

うことで、フランスやアメリカが上位にいます。フランス・

アメリカはハンドボール・バスケットボール・バレーボー

ルでメダルを取っていることになります。何かこの辺り、

共通点や強さがあるのでしょうか。フランスの強さ、アメ

リカの強さの情報はお持ちですか。 

市：ハンドボールはヨーロッパが中心のスポーツでありま

す。その中でも、プロリーグが、ドイツリーグ・フランス

リーグ・スペインリーグが 3大リーグで、デンマークを含

めると 4大リーグになります。実は、フランスはリーグ自

体それほど強くなく、一つ二つのチームが跳びぬけて強い

だけであり、ドイツのレベルが一番高いのです。しかし、

フランスにはハンドボール専用のセンターがあり、施設等

含め組織力が高いと感じています。 

恩：フランスはアメリカのようなタレントを擁しています。

白人の器用な選手と黒人の身体能力の高い選手。この割合

が、アメリカ代表とほぼ変わらないというところがポイン

トだと思います。他のヨーロッパのチームは黒人の選手が

一人二人しかいないというところが大きいかと思います。

あとは、クラブの育成環境が素晴らしいということと、ク

ラブからすぐにアメリカに留学ができたり、NBA とか

WNBAでプレーをして北欧に帰ってきたりというパイプが

しっかり出来上がっているというところも強さの要因だと

考えます。 

松：登壇者の皆様から、最後に付け加えや話し損ねたこと

があればお話しください。 

矢：これからパリオリンピックに向けて強化をしていくわ

けですが、パリのバレーボール協会とも連携していて、男

子はフランスが優勝しているので、タイアップしながらい

ろいろなことを探りながら、どんなことをやってきたかと

いうことも聞いて、日本の成長につなげていきたいと思っ

ております。男女ともオリンピック出場が決まった暁には、

向こうでよい形で望めるように現在進めているところであ

ります。 

 また、このような形で市村さん、恩塚さんと話をするこ

とができましたが、これを機会に、引き続きいろいろなこ

とを意見交換しながら、チーム球技全体がいい結果を出せ

るように取り組んで行けたらよいと思います。 
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【背景・目的】

TOKYO 2020 男子大会は，フランス(FRA)が優勝，アル

ゼンチンが３位となり，下馬評を覆す結果となった．両国

の躍進に関し，最近の過去五輪での４強チームに比べ「全

得点に占めるサーブ得点割合が低い」という特徴が報告さ

れており，サービスエースを奪わずとも相手にレセプショ

ンアタック(RA)を決めさせず，ブレイクに成功している可

能性が推測される．世界のアタック戦術の主流は同時多発

位置差攻撃（シンクロ４）であり，シンクロ４に対する効

果的なブロック戦術を両国が編み出した可能性が考えられ

るため，実際の試合映像から確認することを目的に研究を

行った． 

【方 法】

TOKYO 2020 のFRAの準々決勝以降3試合を分析対象

とし，相手の A・B パスからの RA 全 135 本 に対する，

FRA 各ブロッカーの以下の項目(初期位置・離地位置と時

間，ボールヒット時の位置・ 体勢，ワンタッチ有無)，な

らびにアタック結果をエンド映像から記録した． 

【結 果】

全 135 本の RA のうちシンクロ４が 108 本（80.0％）と

多数を占め，セッターの背面スロットから 攻撃参加するア

タッカーが 1 人の，【タイプ B】 (下図参照)が 95 本(87.9%)
を占めた． 

 

【タイプ B】をクイック・bick の助走スロットの組み合

わせで分類すると「クイックがスロット 1・ bick がスロ

ット 2」の【タイプ（i）】が 69 本 (72.6%)を占めた． 相
手のシンクロ４に対し，FRA のブロッカー陣は 92 本

（85.2％）のケースで自コートのライト側に片寄るデディ

ケートシフトを敷いていた．【タイプ（i）】を「ネット際」

からセットされたケースと「アタックライン寄り」からセ

ットされたケースで比較すると，ライト側(スロット B,C)，
レフト側(スロット 5)からの攻撃両方に対して，「ネット際」

からのケースでは FRA の MB 陣はブロック参加できてい

る回数が少なかった．【タイプ（i）】69 本のうちクイッ

クないし bick にセットされた 27 本に対して，「ネット際」

からセットされたケース 22 本と「アタックライン寄り」

からセットされたケース 5 本それぞれの FRA の MB 陣の

離地時間は後者が一定のタイミング(0.367〜0.467 秒)であ

ったが，前者はそれより短い集団(15 本)と長い集団(4 本)
に分かれて分布していた．【タイプ（i）】69 本のセット

配分を「ネット際」と「アタックライン寄り」別にみると

前者は 48.9％がクイックないし bick にセットされ，後者

は 79.2％が両サイドにセットされていた． 

【考 察】

0.367〜0.467 秒は Hick の法則における「選択肢=3」の

反応時間に近く，FRA の MB 陣は【タイプ（i）】の「ア

タックライン寄り」からはレフト側・センター付近・ライ

ト側の 3 択としてリードで反応していた可能性が考えられ

た．また【タイプ（i）】の「ネット際」からはレフト側，

ライト側の両方に FRA の MB 陣はブロック参加できる回

数が少なかったこと，クイックないし bick に対しては「ア

タックライン寄り」よりも離地時間が短いケースが大半で

あることから，コミットで対応していた可能性が考えられ

た．  


